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復刻にあたって

ＩｾＨＮｻＮＺの誌名は ｩ 大のように変逃している 。

rl刈i J G建築協会新t誌 J ( 大正 6 年 9 JJ - 7
5
ド12月)

f"  本住築協会雑誌J ( 大正 8
5
1二 1 月 - 8 年12FJ )

rJ往築と社会J ( 大正 9 年 1 J l 以降)

表紙を{ ' ，: r縮小して収録した場合がある 。 また、 !j;l 本が断

裁されているため、不完全なものがある 。

断裁によるイミ完令な文字は利i み1([ したものがある 。

表紙のltlJ 色は一色に統ー したため )J日本とは見なる 。

11 絵はカラーの貞も全て黒一色で印刷した 。

「会事 ｉｾｊ の ￬ｬｬｩ 頁には乱れがあるが、 ｊｪ［Ｑ 本のままとした 。

各集ごとの「総目録」は、発見できたものに限り、該当集

の第一 万の前に収録した 。

品i 表紙は、 rm一集第一号』 に限り収録した 。

目次の発行日は、奥付に記されたものを採用した 。

前付広台の一吉11J . えび後付広子? は収録しなかった 。「広告見 出」

「広? ? 日次」および「掲載広常一覧 J ( 復刻に際し新たに組

み、 H け加l えた) を参照して rnきたし、。

また、広告頁には独自の頁が付けられているため、本位i

五IJJ:&の広行頁の頁は一貫していない。

本f主主IJ版は日本建築協会所蔵の原本をもとJ l J した 。

(不二出版)
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「建築 必 携 」執 筆 者 募 集

官協曾は昭年18年 度 誌上よ P、毎競「建築家必携J ( 仮 栴) を連載する 事

にな b まし た。

其の内容項目は蛮に記載の通 D建築設計並に施工全般に渉る詳細なる責地

指 導 書であ P ます 。就ましては曾員中には下記項目に劃して 、特 に深い経験

或は研 究 を侍して居られる方 々があ る事と存じますので、夫れら等の方 は準

んで該嘗項 目の執筆の措嘗をお願ひ致し度く至急御申出方を御願申 上げます

市して 、嘗書の目的とする昆は従来援刊せられて居るポケットプツクの類

と衣の黙を異 iこし 、他に類のな いも のであ Dます。

1. 理論し 、立脚し 、貸地 の経験を最も多く取 P入れたるもの。

2. 簡単に而も剣 D易〈記載したる貴地指導書た る事。

3.  既 に接表サら れある理論の類。 文献として書名及其の嘗該頁を示す

に』二まるものとす。

4.  積算に嘗って 、，ー讃直ちに費財の量、手間等が剣るも の。

5. 現場賓地に嘗って 、工事計霊を諌め 心得ぺき事及疑問を生じた 時の

直ちに生きた指針とな るもの。

6.  設 計、計書の大要を直ぐ掴み得るもの。

昭 和 1 7 年 1 1 月

以 上

註圏法人 日 本 建 築 協 曾

' 建築家必携，主査 池 田 宮 彦



建 築 家 必 携 要 目 案

o工事激算の編成

1 概 算 ( 各極建物につき て示 す 概算 のイ士 fJ i )

工 事別歩 合に依りて 示 す

住 宅 ・工 場 ・倉庫……・…・い. . . . . . . …・・等

鍛 骨 にて 、建 物 の 僅 類 に て 、所 要 鋼 材 設

鍛筋コン クリ ート 迭に於けるセメソト ・鋼 霊

木 材 石 教 と 建 物 の 僅 類

釘 ・針 金 等 の 所 要 量 主 要 資 材

2 原 償 計 算

3 宮市負形式

一 般 請 負 方

4 ' U主主料Ij t，¥:

o 工 事 計 約

1 概 算

一 般 心 得 ・工 程 表

2 内容調 査

仕様正午 ・図 面 ・現 場 ・現 場 員 の 心 得

o災 害 と 保 険

1 火 災 保 険

2 戦 時 保 険 ( 爆 撃… … … ・… … .. " . . . . …… … 傍)

3 災寄扶助法

4 災 害 扶助 保 険 法

5 工 場法

6 災筈. とJt・の防止に就て

く〉工事機械及工具

1 工 事 機 械

2 工 具

3  t'!I力 ・機械に l期する法規

o綴設 工 事

1 工事仮設物

俄 i潤 ・俵 小 屋 ・飯 場…・…・・ ・… … … . . . . . .等

2 足 代桟溌

3 工事用m力 ・給 排 水 設備 ・…・ ・…- … 等

o土 留

1 シ ート パ イル ( 霞 類 ・打込方 . i!l l彼方 ・紋 効

・存 命 ・手直し繰返し使用回数)

2 木 矢筏

3 コンク リート 矢 板

4 土沼周ケ ー ソン

5 土留支保工事( 木 ・銭 … … … … ・一 等)

o杭 打工 事

1 木 杭

常水位と ;抗重買の位置

地 質 と 杭 の 所 要長 さ

杭 の大さ と打込重量垂の王宜 主

長 尺 杭 ・失 敗と j毛の原因

綴 杭 打 の可否 と其の要領

杭 の打方 の 最 終 比 下 の 取 り方

2 コンク リート 杭

既成コ : / 9 ) 1ート 杭 ( ポ { ノレ共〕

打 込 方法

コンク リート 杭 の依貼と芹IJ 駄

地下築造コゾグ リート 杭 〔 ベ ヂ ス タ ル 杭〉

施 工 上 注 意すべき 黒占

杭打Ｎｵ［ｪ［経のかｻ［下 と ｊ ｾ の原悶

o瀞 l遍基礎工事

1 関口 潜極1

2ll 区搾空気冊子的

3 潜 i極l工 事 の 特 長 と 級 陥 f 潜函の移動〉

4 潜陶工事に f宇ふ周岡地豊富の沈下と対策

5 潜 1砲病 及 災 答

o木工工事

1 鋼、 選 、盛 土

2 栗 石

制 栗 石 ・架 石

o銭 筋 工 窃

1 材料及J t の級車占 ・試 験

2 結 束線 及 結 束 箇 所 ・経 手

3熔接に よる綴手及得 失

4 防 強スラフ' 筋

o銭骨 工 拶

1 材 料

2工作固 と現 寸岡 ・ 手 板

3 11空音iーに必要なる加工の知識

4 建 方 の 注 意

5 銭 構法 と熔 接 構 法

o俵 枠 工 事

一 般 の 心 得 ・仮 枠 材 料

o鍬筋コソタ リート

1 銭筋コン ク リート構造物 の 被 疑

2 ピアノ 級コ y タ リート

oコン ク リート 工 事

寒中コン ク リート・ポ ソプコング リ{ ト・短

説コン ク リー ト・ 水 中 コン ク リート ・普 通 無

筋コン ク リート

o防 水 工 事

1 アスマアル ト防 水

2 セメ y ト混和物に依る防水



3 マ スチック防水

4 i l 事鍛板に依る防水

5鉛 板 に 依 る 防水

6 鋼板製憎打込に依る防水コ : / 9 リート

o石 工 事

1 各 短 石 材 の 産 地 と 運 鍛 系 統 ・埋 厳

2 石材の紋里占 ・特 長

3 据 付

4 加 工

5 特殊 石 材 ( 耐 酸 ・耐アルカ リ・ 耐 火 ・断熱〉

6 擬石

o煉瓦 工 事

1 普 通煉 瓦 ・極 量煉 瓦 ・ホロータイ ル ・耐 火煉

瓦 ・銭 筋煉 瓦 ・鎖 浮煉 瓦 ・木煉瓦・ 舗 袋用煉

瓦 ・耐 酸煉 瓦 ・イ Y ライト煉瓦 ・石 灰煉 瓦

2 煉 瓦の療方 L所要 材 料 ・一 日 積上i i l : 単位商積

の所要本敏 ・積方の注意… ... ・H ・. . ' …- ・・・ ・等 )

o木 工 事

1 木材の!盈類 と性 質

2 原 木 ・勿 柄 物 ・丸 太 ・野角 ・押角 ・材 絞表 ・

ｾ Ａￎｬ皮 ・ 新興木構造Ｈヂベル構造 ｊ ・ 耐 火木 材 ・

防 腐 木材

ｯ 木 製ｾ具

o銅 鍬 建具.

o銅銭建具 工 事

シャツ' 7 - ・防火 戸 ・金 庫 扉 ・防 空 扉 ・鍛 障

子 ・防 潮 扉

o屋 根 工 事

屋 根 の 形 j伏及勾配 ・屋根主主材料 ・法規 〈 防 火

. 防空〕

o左 官 工 事

1 左 官 材 料 ・塗 下 地 ・調 合 と: 塗方 ・セメゾトガ

ソ

2 左官工事に封する一般の注意

oタイル及テラカツタ工事

白地 割 図 面 の 作 成 ・タイルの種類寸法 ・取付

作 業 ・主主主主 ・白地 仕 上 . '7 イノレ及テラ カツタ

の自 然破損 F イルの勉裂 ・4戸j 隣・・……・・等

o金 属 工 事

1 建具 金 物 ( 角格 子 段 鼻 ・ケ リ板 等〕

2構 造用鍛物 t ポーノレト ・ナット ・邸金 ・鋲 ・

釘 ・ 短柵鍛物 ・ 及 ｊｬｾ等の重量〕

o鉱 工 事

原型 ・接 合 ・加工 ・カ日飾 ・活 色 ・鍍 金

o木 材主主作工事

図面の作成 ・造 作 用 材 ・遺 作 取 付 作 業 ・ベニ

ア ・養生

o硝 子 工 事

1 陣類 ( 滞 ・厚 ・腐 ・型 ・加 工 ・特殊ー ガ ラス ・

色 ガ ラス ・・・. . . …・・・… ・・…… ・・ ・・ ・・・・・ …・・空事】

Ｒｾ 付作業Ｈパテ ・ パ テ 用油 ・ 鍛 蛍算出基準 〉

3 鋭

4 ガラス商の曇と清拭

5 ヵ・ラ スの耐 火力

o塗 装 工 事

泊 ・水 ベ イy ト・ ワニス ・ニス ・ラッカ ー・

エナメノレ ・特 殊 塗 料 ( 耐火 ・耐 酸 ・査を火)

o級 附工事

壁 紙 ・襖 ・級 銀 障 子

o床敷物 工事

昼 ・リノリユーム ・ゴム ・寄 木 床 ・コノレタ 床

鍛.iill ・紋 出

o 家具装飾

家具 一 般 ・カーテ y ・レース ・日除

o附 得 工 事

衛生 ・給 水 ・排 水 ・給 湯 ・消 火 ・換 気 ・媛房

・冷 房 ・2主主主活浮 ・電 気 ・瓦Wr・間 房 ・浴 場

・便所 ・電 話 ・冷蔵庫 ・路芥焼却 ・エ レベ ー

ター・ コy ベア ー・ i墜'ili'童十 ・有4告Il-?')j: ・メイル

シユ ート 箆 泉 ・井戸 ・気 選 管 ・・・ ・・H ・H ・・・・・害事

o防空 設備

防 火改 修 ・防空議設備 ( 遮光 晴幕 〉 …・・・… 等

o建 築 材料の統j j j 1j

o設 計 資 料

l 色 ・照明( 人工 ・天 然 〕 音 響

2 工場 関係( 工場 附 属 宿 舎 ・背 年 事 校 ・労 務 者

佐 居 … ・・・・…・・ ・・・・・…・… ..... ..…・ 等 )

3病 院関係( 厚生 農 園 ・工場附属治療所 目・・ 等 J

H 廃校

5 幼税関

6 各泊n軍出j 競技場

7共同炊事

8共同程空会

9 率的t

o住宅 管問

o土木建築と産業 報 園舎

o建 築 関 係法 規 ( 配給 機隣)

o総迭 と泌搬
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遠 望 ・

さんさ んと降る秋の陽のまた与さ の中。山/]<. 中祭の展望。

左 より 、本館講堂、 雨天鐙禄場、道場。

新 装 な れ る

本 館 ・

第 二 山 水 中 撃 校

設計大阪師園経理部工務科

施 工 株 式 禽 社 戸 図 組

事 寄せの ひろ び ろとした感 じは四本の柱. 人造石た与量仕上げ。

セピ ヤ塗 りの鼻際、壁は酒落れた水位仕よげ。
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講 堂 ・ この古事屋か ら幾多 の人材が紅舎に登っ てゆく 、「必の光」

を唱って主主 られてゆく者主主る者の姿。

天 井ヂペル Ｚｴ ｩｴ ｾ 造ト ラ ス 、 水性仕上 、 壁惣オリヱ ｹ

タルクロース張り 、

側 面 F ラ y 貼り オー クベ ニ T 111' . ラッ ク仕 上、

ス テ ージ 左右丸柱槍材、

床 治張り 、床下 F J.己主主、廊下等

XI  2  

雨天睡操場

• 

と L に雨晴れ を待つ

グ ラ イダ ー の 翼 が見

へる 。

ヂ ベル桃 治 トラ ス.

床 治 張



教 室

.  

きちんと六列に並

んだ机は前途ある

感オ の 目を想 は す

耐震方式、天 井、

壁 、水 位 仕 上、

創 這 場 ・ 艶やかな主立場の板張り 、者き剣士が非常時日本

の雄 ｉｕ Ｑ Ｎ ぴをｾげ 、 木 刀 の普も倣獲に ｦｭ へ る 銃 後

の職場。

床 槍 材 張 り 、天 井 テッ クス盟主 り、

3  XI  
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宿 直 室

.  

六昼星放の疏酒な部屋。

竹 裕 子の窓の切 りかた。

秋のうすれ陽がのぞく。

柔 道 場

正面祭壊に武市11
I
、香 取 香鳥取1I宮 を 祭 る

八十五段取の井上般さ。

設の内部はスプ リング装置

天井 テックス怒り。

本館玄関内部

.  

正面玄闘 よ り 見 上げ

る。も弓午後 の授業

開始もほど近 い。

壁
白色、プ ラス タ

ー仕上。

天 井 水 性 仕上。

左 右 丸 桂槍 ラック

仕上。



廿 五 周 年 と 都 市 計 重

我日本建築協舎は創立以来と .1. fL 25周年を迎ふ

るので色々の記念事業を行ふとと .I.1i った。 25年

前の其話時の我閣の世相と 、我日本建築協合が創

立さ れた時の我 k の意気込 はみどんなものでるっ

たかを差憶するととは必ヂしも無駄で、は友く 、む

しろ 、非常に大きな刺戟陀なるでるらうと思はれ

るo ｾＨｦｌ者 Ｉ Ｑ 市 計霊調 査の提唱 、 田園都 市 の 将来性

と住宅の改善促進論、さては細民住宅の調査と そ

の改善策を考究すべく相官に活動したととは首時

の因循姑息な平和の空気に新鮮味を加へたとと 彩

しい ものがあった。

その話時都市計量や田園都市に闘 して欧米諸園

には相官多くの著述がるり 、叉枇合政策としての

住宅建築の計霊が族出 したようであ る。叉技術界

にほ都市工撃と いふ専門語が出来て 、その一部陀

は交通街路の研究と康場 、公園、及公館の配置が

取扱はれ、建築物の高さ む制限と敷地内の室地面

績の制隈が研究されたのである。 7)( 運闘係、銭道

問題もそ の中に 包含さ れたのはもとより 、食糧品

市場 までも 共にJ f l t 扱 はれた。撚る陀我幽 fとでは欧

米と地理的に 叉は政治経済j社合の各方面に於 て何

等直接の連絡がなかったので 、欧米諸問の都市計

悲運動は何等の反映がなかったのである。

大i E 5 年の春私はそれまでに欧米より買求めた

いろいろ の 都市 計霊 闘係 の者支 ｾ や公皆住 宅 の質 績

の報告や叉は田園都市 陀闘する著述等を j思:茸し、

それを ー と遁り |且鴨して我闘の都市 を検討すべく

決心し 、 『現代都市の研究』と題する一書 ( 菊版

5百滋十頁) を作製 し、その年の 12月末に先輩Jj:

人陀閲;誌を乞ふたのである。その命説の妥結 は現

代の都市 は欧米と 言は歩 我閣の大中小の者11市何れ

も非常の勢ひを以て膨脹 し、 設展の一路を進みつ

曾長
片 岡 安

L ある D 人 口の増加 、地峡の掠大 、従って交通量

の激 l官、到底過去50年前と比すべくもない。 斯の

如き都市む設展を 、唯 その債の推移 l乞委せんか 、

恐 るべき結果を招来するは火 を賭 るより明かであ

るo y) k f L 我園の都市 は過去数百年の問天境地 異の

矯め陀恐 るべき災害を霊長りた るとと 枚皐に暇あら

すコ 、火災の厄維に至つては恐 .らく常 lモ世界的の記

銭を繰り返して居るのである。封建時代陀於て大

都市と言はる 、江戸の人口は僅かに 90高、大阪は

30高 、京都は24f-高を出でぎり し時、しかも交遁 そ

の他枇合活動極めて鈍かり し時の都市 大火 は比較

的陀大き主主損害を受けさ' りしも 、現代の我都市 陀

於て過去の如き大火 を撤去欠繰り返する に於ては闘

家の滋濯を氾害する程度む被害を受くるのでるる

か包 、此等の質相を十分陀検討して 、それに祥鹿

する とと が内務行政の根本義であると主張したの

である。

以上の主 旨は我建築117』舎の一致支持するととろ

となり 、建築皐ぞ? と相提携して遂に政府を動かし

大i E 7 年 5 月都市計霊調査合の設置 となったので

ある O

者 ｉｬ￯ ｬＭｩ ｾ 十丑調菟合 ｋ 於ては者 ｉｬ￯ｬｩ［ｩ 十護法と市街地建

築物法の 2 大法案を制定し . 翌大正8年3月雨院を

遁過し て同 日年より G大都市 に1l 施さ る L ように

なったのでるる。 その前後我々 の同志の此 問題 を

中心として闘家陀民献したる事蹟は著しきものが

あった。憾み ら くはその後我々同志の活動は漸次

ｆ 火 となり 、 折角成立貰施されたる Ｒ 大 法 ｾ･Ｚ＾運

営捗々しからすヘ その精榊は部の抜殻の砲とな り

全国一貫l亡機械的に消極的に進行しつ L あるの嫌

ひ友きにあら す=、l史しきととでるる O

1  x， 



大 阪 の 将 来 性

第 H た欧洲大戦後大阪は異常主主登展を遂げ 、一

時は其の経i済力が東京をぽ凌駕する情勢であり 、

我園産業の一大中心地たる祭春を機ひ得るかの1闘

を呈せられたのである。然る陀共後支那事鐙勃強

後此の情勢が一種し、東京が寧ろ産業都と構せら

れ 、産業都大阪の影が漸次薄らぎつ Lあるととは

之を否定せんと欲しでも否定するととを得主主い質

情ｩＧｌｾうる。

然らば、最近大阪の産ー業が東京の夫れに比較して

如何に劣勢にあるかは先づ手形交換高を比較して

其の情勢を窺ってみよう。即ち昭和 10年の手形交

換額を比較するに東京の金額は全閣の金額に謝し

て36 .8 %であり 、大阪は全閣に封 して35. 4%で 、

それ程の差異がえ主かったのであるが 、共の後年生

閉する毎に東京の交換金額は噌進し 、昭和15年陀

至りでは全圏の交換金額十亡封し東京が ＴＳＮｾＥ と怠

った陀も拘ら歩 、大阪は却って劣勢化し 、32 . 8 %

と悪化 して居るO 向か L る情勢は雨都市の銀行頭

金額を比較しでも 、明係? に之を看取するととが出

来る。即ち昭和 10年頃は大肢の預金額が非常の勢

ひを以て増加したに反 し、東京の夫れは質陀遅々

たるものが るったのでるるが、1li3和12年よりは大

阪のi合加率が劣勢を示 し、東京はwr然優位を占め

叉H百和15年度の全閣銀行部金額に針ナる割合を見

るも 、東京は 28 . 5 %である陀も拘ら歩、大阪は奮

態依然として 16. 3. %であった。尚昭和15年 3 月末

の預金額を観るに 、東京は 61憶4千8百高凶で、大

阪は共の牟数34憶 9 千高田lであったに過ぎない。

更に雨都市の銀行貸付額を上七校すれば、大阪の産

業が最近東京に比 して大いに劣勢にあるととが一

府明確に窺はれ、更に人口増加の l情況より雨都市

の強展性を窺知するととが出来る。即ち大都市の

人口上位減は同時陀大都市の産業を反映するも ので

るるが、東京の人口増加容が昭和10年と昭和115年
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菅 野 和 太 郎

とを比較して大でるり 、且 つ昭和 5 年と昭和10年

との i合加率よりも大でる るととは 、取りも直さすコ

其の産業が最近大いに蛮展したととを示すもので

ある。然るに大阪の如きは昭和 5 年と昭和 10年と

の l官加率は21. 9. %で、其の人口 l合加が如何十亡漸甚

であったか 、同時陀叉共の産業が如何陀殻展した

かを如質に物語ったものであるが、昭和 10年と昭

和 15年とのi合加率は僅々 8.8. %に過ぎ' 歩 、共の産

業が従加の如く夫れ程程展 し友かったととを裏書

して居ると言はなければ、ならない。

かくの如き最近の情勢を以てすれば、大阪の将

来性は大いに悲観すべきであるが. 刊も大阪に直

接間接関係を有する者はとれを到底賦視するとと

は出来友いでるらう。叉大阪の産業がかくの如く

悲視すべき情勢にあるととは同時に我圏全悼の産

業の前途をも 卜して居 ると 言はぎるを得ないので

あるから . 我園の産業に劃 して闘心を有す る者は

同時に大阪の将来性に闘しでも大い陀閥心を有す

べきである。兎に角大阪を して現J伏の佳に推 移 さ

ずべきでは主主いのであるから 、其の護展策を大い

に考究する必要があ る。而して大阪の強展策を考

究 す る陀首つで注意すべき ととは線 て東E 共祭闘

が建設されるといふととを前提とナべきである。

即ち 、東E 共栄闘が建設された践には 、大阪が如

何なる役割 を演す= べきかを究むる ととが必要でる

る。掬亡注意すべきととは 、唯大阪だけむ立場か

ら大阪の将来性を論十べき でないといふととであ

る。 即ち吾は園土計霊の線に沿って大阪む蛮展策

を講歩べきで. 園土計霊を無硯し、徒らに大阪の

護展性を笠せんと試みても 、結局それは無駄で、あ

ると断せ' ぎるを得ゑい。勿論未だ園土計主主が完成

さh- て居主主い現J伏の下に於ては 、将来の園土計霊

を致想 して考究すべきである。

2.  



凡 そ大都市の生命は工業にあるを以て、大阪の

産業が最近劣勢にあるといふととは取りも直さす京

共む工業が護展し友かったととを意味するもので

ある。元来我園の工業は紡績業を主とする軽工業

を以て其の根幹としたもので¥其の中心は申す迄

も主主く大阪でるった諜である。而 して我閣の工業

は近代工業の基礎をなす重化祭工業方面に於ては

遺憾乍ら欧米より甚しく立ち後れて居た。従って

我閣の工業が趨工業に於て如何十て優秀で、あっても

其の基礎をなす重化皐工業が之に呼躍 して進展 し

て居友ければ. 我閣の工業は自らのゴ二茎陀立って

居るとは到底言ひ得ないととになる し、殊に近代

戦の如く 、科 f製戦叉は軍の機械化が重きをなす今

日に於ては 、凡ゆる兵絡が高度化し、且つ大量に

生産 し得る重化率工業の確立が園防上絶酎不可紋

と友って来た口情東亜共栄圏が建設さ れる とすれ

ば. 勢ひ我園の工業をして愈々以て重化率工業化

進展せ しめざるを得ない。査し従来我園は重化率

工業生産品を欧米よりの輸入陀仰 いで居たのであ

るが. 今日 に於てさへ共の職入は担割不可能とな

って居れ更に東亜共栄闘が賀現 し? と麗陀は、我

園の工業は嫌が臆でも 重化率工業に進展せきするを

得ないであらう。若しも重化率工業園K 進展する

とと陀失敗すれば、それは同時十亡我園が東亜共栄

閣の指導園陀なるととが出来すヘ折角多大の犠牲

を掛って完途された東亜共策圏が全く無償値のも

のとな る諜である。蕊に於てか政府 も最近重化率

工業の護展陀鋭意努力して居る庭である。かくし

て重化率工業への進展が園策のーっとして採り上

げられて居るのであるが、我図工業の質情も夙 l乞

霊化皐工業へ進出 して居る。 例へば、最近 10年聞

に於ける工業部門生産 l合加 率を 翻る陀 、昭和 4 年

を100とナれば、金属工業は 680、機械総具工業は

560、化率工業は 321と増加して居るが、紡績工業

の如きは僅々 132 とえ主ったに過ぎ友い。叉計霊資

本の推移を翻る陀 、昭和 7 年に於て既に重化率工

業は金計霊資本額に劃して 4 割 7分、 軽工業は 1

割 1分であったが、昭和13年に於て前者が6割8分

にも増加し? とに反 し、 後者はf華々 5 分といふ少額

を占めたに過き・1主い。かくの如く我園む工業は近

年漸次重化率工業本位f L 構成して来たのである'が

其の大勢に逸早く即躍 した都市が即ち東京叉は名

古屋で、大阪は此等雨者f¥市 に上として大いに立 ち後

れの嫌ひがあった。之は申す迄も友く従来臨工業

を中心と して護主主 した大| 仮が重化率工業 へ縛向す

るととが比較的困難であった陀反し 、東京及び名

古屋は容易に新工業へ進出すると とが出来たので

ある。従って東京及び名古屋は産業都と して漸弐

重要性を増加し、' iMて東京は我圏第一の産業都? と

る費絡を有するに至った。即ち昭和14年の東京及

び大阪の工業生産額を比較するた 、東京の工業生

産額は全闘の夫れ陀劃して 15. 7%の割合を 示 した

のである が 、大l坂は 11 . 8%であった。然ら ば、大|疫

の工業は我閣工業の大勢に全然順J f ! J ¥しなかったと

いふに . 決してさうでは友い。 Rnち昭和14年の大

阪の工業生産額を観るに . 全闘工業の大勢と同じ

く金属工業生産額は 、大阪金工業生産額陀針して

ＳＲ Ｎ ＴＥ を占め Ｎ 叉機械 ｾ￭ｦ 具工業生産相は Ｒ Ｖ Ｎ Ｙ ，Ｅ Ｎ

化率工業生産額は 15.3 %となって居る のであるが

量及び質の勤より翻て 、共の進出が東京及び名古

屋陀及ばなかったととは争ばれない事質でるる。

術大阪の工業が大部分中ノj 、工業で、基うるととは其

の特色とする庭で¥ 昭 和13年大阪の工場につきて

観る陀 、中小工業が9割9分遣も占めて居る。か く

の如く大阪の工業が、中小工業で、あるととが叉大

阪の工業をして振興せしめぎる大原因となって居

る。 抑も 大阪む中ノj 、工. 業は封建時代の手工業的技

術を若干近代化したた過智主主いも のが多く 、共 の

技術は至って拙劣で、ある。従って大阪の工業は所

調粗工業削認するもむが多く 、彼等中ノj 、工場主は

其の技術の向上に劃して比絞的関心が薄い。惟ふ

lて彼等は所謂商業的工業を経営して居る者で、技

術の改良よりも寧ろ原料及び製品の債格轡甜bf L多

大の開心を有 し、それ陀よりて其の営業の強展を

w. J して居る。さればとそ今日政府が重鈷主義陀よ

りて技術の優秀友る工場に強註したり 、叉は資材

を供給する結果、大阪の中小工業は巳むを得歩、操

業を短縮したり . 叉は時鹿業む巴む 友き l情態K 瀕

して居る。殊陀平和産業fと属ナる中/)、工業 がー磨

経営難陀 陥って居るととは殊陀額箸である。叉家

内工業的の経営によりて輸出工業が行はれて居た

のである が. 之も今日 の如き輸出払抱のj伏態下に
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ありては休業同様の窮般にある。

位上tとよりて明かえ主る如く 、大阪工業の将来性

は決して繁観を許さ歩、之れが打開策を講歩る と

とが目下の念務でるると言はさ' るを得主主い。 市し

、て大阪D 工業を蛮展せしむるととが果して可能で

あるかといふt亡、私は先づ絶 望と諦めて居る。 蓋

し最近新聞紙 によりて翠表された如 く、政府は工

業の地方分散を断行するととになったため . 最早

犬阪市内は勿論のとと大阪近郊に・於ては大工場の

設置が認められないととに主主った。従って大阪の

工業をして重化率工業化せしむるととは先づ望め

ないととで、結局大阪は近代工業都市として の存

在を漸次喪失する ととに友るでるらう。 併し乍ら

誌に注意すべきととは大阪市内陀於て重化皐工業

の生産が行はれ るととが大阪の強展陀 不可般の僚

件であると速断 しては主主らぬ とと である 。即ち技

術的窓生産活動のみが産業機能の全部で、な し 叉

箪なる工業生産額の数字のみより して大阪の将来

を 卜すべきものでも主主い。要は近畿叉ほ瀬戸内海

沿岸陀於て勃興するでるらう各地の重化事工業を

大阪が如何に支配するかにある。事費名古屋を始

め開西各地に於て勃興した各種工業は少から や大

阪の資本によりて経営せられて居り 、叉現 に各地

は大阪の資本家を懲憩して 、工場誘致 を盛んに試

みて居る。併し乍ら' i ! f i f . 主る資本的叉は経替的関係

のみよりして は各地の工業を支配するととは困難

でるる。然らば如何陀して此等各地の工業を支配

するととが出来る か。 私は将来大阪が東亜共楽園

む貿易基黙とえ主り得るや陀よりて大阪が閥西地方

の工業中心地と友る運命が決定されると 思ふ。悲

し東亜共栄閤建設の践には我闘の経済活動は貿易

を基本としなければなら友い筈: 戸、ある。 即ち工業

は勿論のとと金融及び園内商業も総べて貿易を基

本と して再編成さるべきである。従って工業を支

配し得るカも結局貿易にあるを以て . 大肢が幸に

して東亜共祭聞の貿易基軸と怠れば. 自ら闘西各

地の工業を支配するととに主主れ大阪自らが敢て

工業都市たるととを必要とし主主い とと陀友るでまう

らう。

mて大阪に現存する工業陀劃しては如何陀庭す

べきかと いふ問題が浅されて居る。 7;+ーに大阪工業

の特色たる軽工業、雑工業は他の重化率工業と異
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り地方分散化せしめる必要は放し叉地方分散せ

しめんと しても、それ をさう簡草に片付けるとと

は困難である o 蓋し軽工業、雑工業は大多数中IJ、

工業的の経替に嵐し. 共の中小工業は郷 土観念と

結び付いた家旋制度の下に護達 したも むであるか

ら、重化祭工業陀於ける大企業の如く其の地方分

散化は然かく簡箪に行はれない。カ日之中小工業を

主と ナる軽工業にるりでは所謂立地依件の集固因

子によりて支配せられる庭が多く 、従って自ら都

市に集中する傾向を有し、且つ交通の便のよ い と

とが立地保件 として最も 重きを友 して居る 。され

は、とそ大阪に於て各種の樫工業が勃興した所以で

あれ今俄かに之を地方分散せしめるととは折角

張達した盤工業を破壊せしめるととになる 故、 大

阪をしでやはり輯工業都市としての地位を保有せ

しめ るととは圏土計霊上より観るも 、 首然のｾ置

とすべきであらう。唯大阪の中小工業の整備は大

東亜戦争途行上必撚的K 断行さるべきで、あるが、

患なる整備のための整備を行はや、必十・生産む高

度を目標として整備されるととが肝要で、基うる O 向

大阪の中小工業は大工業との閥係を密にする必要

がある。元来大阪人は濁立心強く 、従属関係を結

ぶ ととを 快しとし友い者が多い。今後中小工業が

維持獲展されるがためには、大工業との下請制度

を確立し、資本及び技術の結陀於て大工業に指導

されるととが結局保身の道である。兎に角大阪の

中小工業を存続せしめんとすれば、共の技術の向

上を圃るととが先決問題である。従来大限K 於て

生産されて居た組工業製r吊は将来東亜共祭閏の園

々に於て勃興する可能性が多分陀存ナるを以て 、

共等D 職出は 、将来期待薄と言は主主ければ、左らな

い。更に大阪の中小工業が所調商業的工業の域 を

脱却する ととが望ましい。かくしてと そ大阪は依

然として軽工業都市 として其の繁条を維持し得る

であらう。

3. 

戦争の進行に伴って商業は其の打撃を最も多く

受けて居る。元来我園の配給機構は絵りにも 複雑

多岐であるし 、且つ' 共の取扱ふ府rFI の種類も極め

て多種多核であるため 、配給統制が岡滑に行はれ

十し て統制経済の質績が、期待した程場らない。



誌に於て複雑多岐の配給機構を箪純化するよ必要が

あ れ 叉戟王手、遂行の必要上民需品の種額及び盤 量

もー居減縮を宮余儀友くせられ. 商業界は今や大i博

回期に直面して居る。五 ｾ＼ｖ て中小商業は其の甚大主主

影響を受け 、i=f:t fJ、商業の整備が必至の経過 と怠っ

て居る。妹二 l乞中小商業の; ; i 立場たる大阪は最も多く

共の悩みを極めて居る O 術大阪特有の問題と して

中間配給機関た る卸賢商の整備が11去に大阪を衰微

せしめる大原因になって居る。かくして大阪の商

業は各方面に於 て大打撃を受け 、擁て商業自 身 を

不必要とナるかの如き世の中が生れるのではない

かと 杷憂する者 さへある。元来商業は生産力む昂

揚陀｟Ｐｾから で夕 、寄興し 、 叉閤民の泊、 資生活 を保障す

る重要友る地位を占めるとと，は決して之を等闘に

附する ととが出来友い。従って今後如何に統制経

済が強化さる L とも . 商業は決して其の存在慣値

を失ふも のでな く、其の存観殻展を大いに園策と

して困るべきである。今日陀於ては大東亙戦争途

行の必要上商業の整備が行はれて居 るが、共の整

備後に於ても商業の有する役割が夫れ程重要では

主主 い と早合黙 しではならぬ。 E去に大阪街人の有す

る商才が他商人の至IJ* 遁随を許さえ主 い ものがある

ととは周知の事質で ，将来我園の経済が大阪商人

の活躍に侠つ庭極めて大な るも のがあるととは 、

凡そ想像するに難くない。

4.  

大東. ! : R 戦争勃裂後に於ける赫々たる戦果によりて

｝ｦｾ亜共栄圏確立は大 韓見透 しが ついた謹で ｜愈々

東亜共繁圏の建設が進行するに伴ひ. 東亜共栄圏

内の貿易は我園を基黙として行はれ友 ければ、友ら

ね 筈 で あ れ 叉 し か し あってと そ東E 共楽園の賓

が傘がるととにも主主る a か L る時節が到来した麗

には我園の貿易額が恐らく今、日の額の数倍叉は数

十倍にも増大する ととhは火 を翻 るよりも瞭かなと

とであ h 叉わが閣の経済も綿て貿易を基本と し

て運行されるととは必至の経過である。即ち 、工

業、圏内商業 、交通及び金融等は綿べて貿易を基

本として行はれるべきでるる。 而 して其の貿易の

基軸 として護展すべき港湾陀第 ーに傘がれ るも の

は大阪である。 即ち客観的{ 制牛が大阪にとりて最

も有利で、遣うる。客観的後件の第ーは大阪貿易の停

統にあると言ふととが出来る。 22し従来大阪は束

斑共栄閤の最大貿易港として強達して来たのであ

る。大阪の東亜共栄閤向の輪出は他の貿易陀比較

して断然優位を占め 、共の輸出額の 8 割近くに227

h 職入に於ても紳戸 、横街よりも多くの割合 を

占めて居る。即ち神戸 、横河i は寧ろ第三闘向の貿

易港であるが 、大阪は純然たる東毘共栄閤向の貿

易? をとなってゐる。 向酎東li:i :共栄閤の貿易 につい

て観るに 、輸出に於ては大肢が断然優位を占め .

金輪出額の 4 割となって居る。輸入陀於てはWe簡

にー諮をi除して居るが、輸出入棺額に於てはやは

り大阪が第ーである。現情が其偉持続されると す

れ ば、大阪は束T I 1 I 共祭閏の貿易基結とえ主る蓮命は

既1'[ 決定されて居ると言ふべきで、ある。

ヨえに港濁能力よりしても大阪は東亜共柴閤の貿

易基黙 とえ主るべき 情勢にある 。悲し今日大阪港の

出入貨物は全閣第一位陀ある し、 叉目下第二次築

港計主主も工事中であるから 、それが完成すれば、‘

其の港崎能力 はー暦撹大するとと L なる。勿論其

の出 入貨物は内外販路を合計しての数量で ある が

将来工業の地方化が行はれる とと陀友れ ば、唯 草

陀タ1・図貿易を行ふ港濁 を以てして は其の地位が夫

れ程迄に 重要と君主らない。何故かと いふに . 内外

販路の盛ん主主港濁が貿易と工業との開係 を連繋 ナ

る上に重大注意義を有して居る罷で¥ 此の腕鈷よ

りするも 、大阪は将来東亜共柴圏の貿易基黙とし

て恵まれた好僚件 を有 ナると いふとと が出来る。

兎に角港湾の現妖並に貿易の停統を以てすれば、、

大阪は東亜共築閤' 9 貿易基黙と主主 るべき僚 併に悪

まれて居る が. 併し港湾の現欣のみでは決 じて安

心が出来ない。蓋し最近大阪港の出入貨物のi曾加

は著大で、遣うれ今日に於てさへ荷役能力が限度ーに

達して居ると 言はれて居るし、叉此の情勢を以て

すれば、韓 て近 き将来に於て大阪は東亜共柴聞の貿

易基黙としての資格を 喪失するととになるであら

う。従って大阪が貿易 基軸 として進出せんとすれ

ば. 共の先決{ 康件 として大l波地の大姉張を断行す

べきである し、 同時に河川の内港化を一月号促進ず

る必要もるる。更に陸 上設備も大いに披充す《き

は勿論のととで. 株式海岸に面 して居る地匿の整

理も併せて計重すべき である。
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5.  

以上に於て大阪の将来は 、現J伏を以てすれば.

決 して楽観を許さ左い。今に して起死再生の策を

施 さ念ければ、. 大阪は波落ナる可能性が 多分 にあ

る。 現に中小商工業の整備に基き 、船場に於て空

家を 日々陀多く見出ナ ととは明かに其の波落む一

過程であると観察 し主主ければならぬ。従来毎年約

1 寓以上白率重が増加 して居たにも拘ら や、 本年

度に至り殆んど共の増減が友かったととは近来大

阪に於て殆んど経験し友かった事項である。之れ

は正 し く大阪が護展どとろか最早退歩む第一歩を

踏み出 したといふ事貫陀外なら主主い。而して大阪

の渡落は唯大阪産業の波落と して之を観察すぺき
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でない。蓋 し我園産業の縮圃たる大阪産業の波落

は延いて我閣の産業に劃 して弔鐘を打 ち鳴ら して

居るものと言はなければ、ならぬ。

然らは‘ 大肢は最早再生の見込がなきゃと言ふに

唯一の血路は大阪が貿易基賭と主主るととである。

現在の僚件を以てすれば、大阪が東亜共疑問の貿

易基黙となり得る可能性は多分に之れを有 して居

るが、併 し乍ら自然む勢ひと して大阪が必歩貿易

基黙となるものでるると安堵するととは甚だ危険

である。貿易基黙たらしむるがためには積僅的の

方策を施すべきものが倫多々ある。大阪府市 首局

者の善底並に市民の協力を望んで、止 まない。

( 筆者は 代 議 士、絞 済耳鼻博士〉



防 空 都 市 改 案

Ｚｾ巴

1旦

20年ほど前十てフランスの建築家ル ・コ ノレピジ旦

エが有名友パリ中心部の改造案を強表した。それ

は現在の密集市街を60措建の大摩天楼と 、 6 階建

の長大なアパ ー ト群に置きかへて 、疎開的且快適

なもむに しようといふのでるって 、質現とはちょ

っと餓遠いものである。との案ーは その後防宰上か

ら見て、極めて遁営だといふ折紙がつけられて、

防空都市改浩案と . いふていつも 引合ひに出され

る。

ととろで之から述べようといふのは名は 、同じ

防空都市改造案でも 、お よそ之にはかけ離れた計

重である。今日は家 1 軒、道路 1 本遺るとともな

か友か容易で、主主いが. 一方防空強化の必要は念場

にせまってゐる。従って防空都市改造案も 、さし

営って出来る程度で考へ友ければ、意味がないので

ある。

さて現在許 し得る程度の改造となると 、そ り規

模たるや知れたものでるるから 、いわ ゆる重要占主

義で、 急: 所に石 ををくととを考へるととが必要で、

ある。そとで先づ現在の都市の どとが防空上の弱

鈷であるかを診察しよう。

都市空襲の狙ひ所を攻撃する方の側 に立って考

へて見ると 、 目標はいろいろるらうけれども 、先

づ都市の機能 を破壊 し、 之を無力化するととに最

大の目標がおか れ る と と は 疑ひないととろ で る

る。かく ナるとと陀よって 、敵園の軍事、政治、

経済上の活動力に大き友打撃を輿へるととができ

るから である。

都 市の機能 を破壊するための最も効巣的な攻撃

方法としては、弐の 2 つの方法を重うげるととがで

きる。

その 1 つは 、都市の少数の急: 所を狙ひ. 之を徹

底的に爆撃破壊するととでるる。

現在の大都市は 1 個の高等動物のやうなもので

‘
、

1

 

.
，
，
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1態が金時ーの致命傷となるやうな幾多の急所をも

ってゐる。例へば重要諸機関、主要交遁機関の 分

岐黙. 電気、ガス、水道等の施設等で、言うる。之等

を 1 つ 1 つ叩きつけてしまへば、都市全躍の機 能

を簡単に大はせるととが出来るのである。

第 2 <2) 方法は 、所鎌はす京焼夷弾 を撒布して都 市

を境携ふととである。

木造市街地に封ずる焼夷弾の作用は 、ちょうど

毒矢のやうなもので、常 り所が念所をは す京れてゐ

ても 、その効果を金贈( と及ぼすととができるので

ある。

之以外のJ & 墜方法も勿論るるにはあるが、そ の

威力は準かに少さい。 例 へば爆弾で、市内 を盲爆す

るとと等は 、局部的にはよf;' からぬ損害を興へ得ょ

うが、都市全躍の機能を失はせるととは不可能で、

ある。従って防空都市改造の目標としては 、上 記

2方法に劃する防護に重要占をおけば充分であると

とになる。

先づ第 1 の念所を狙ふ攻撃に劃する防護法と し

ては 、ヨえの様友ととが考へられる。

1  それカ敬壊されぬゃう陀するとと。

即ち或は偶装陀より目標と友るととをさけ或は

防火、防弾的補 強を友すととで、あ・る。建築的施 設

の多 くは との方法を採用できる。

2  破壊された場合む代替施 設を用意 しておく

とと。

即ち破壊された場合、一時他の施設によってま

にあはせ得るやうに準備を整へておくととであ

る。特に道路. 銭 道、軌道や 、電気、ガス 、水道

施設等はとの考慮が必要である。

3  友るべく分散をはか れ 破壊された場合の

影響範園を少さく局限するとと。

之は直ちに貰施するととは困難であるが、増設

等の機舎を見て逐次質施K 移すやうにする。
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以上の改造は 、兵睦的陀は施設の種類陀より相

首複雑であり 、叉個々の仕事ーとしては相官; のもの

であるが、取あへ歩少数の僅めて重要なもの L み

を封象するのであるから 、さして賀行困難とは思

へない。

共に第 2 の焼夷弾攻壊に塁手Jする防護法であるが

之には都市全腫陀 わたる防火施設と消防施設の完

I 備を必要とするととはいふまでも主主い。ただその

具腫的方法としては 、大きな防火直劃IJ ( 防火帯)

及び機織化消防を主カとしたものと 、各戸の簡易

防火改修及び家庭消防を主とした隣組的左足施設の

2つが考へられ、その得失について従来からいろ

いろと論議されてゐる。

しか し同時多裂性の昼襲火災の特質からして 、

初期医鎖墜ナるととの必要は絶劃であり、従って

後者の施設なく しては完全友防護は主主 し難いし、

叉一方後者だけでも ー膝出来て居ればそれだけで

も一腹の防護ができるのである。 故 に臆念的主主酎

XI  B  

策としては 、先づ後者を整へ、しかる後に前者・に

及ぶべきが首然であり 、その篤に生ヂる多少白無

駄たどは問題ではないと思ふ。即ちそり封策は次

の如きものでるる。

1  木造家屋の防火改修をなすとと。

2  道路から近づきにくい築家をなるべく整理

するとと。

3  道路から街廓内陀入り得る路地を整備し 、

叉防護活動を差支へるや うな塀その他の障

害を取除くとと。

4  貯水椅その他の7K利を完備するとと 。

以上の計霊は都市の防空的改造と稽するには る

まりに未節であり貧弱で、あるといはれる かも しれ

ぬ。しかし 、はじめ陀述べたやうに 、今は 100の

計霊よ' り 1 の貴行を必要とする時である。之から

先の計叢は 、先づ上記を質現した後にと' りか L つ

でも謹くはあるまいと思ふのでるる。 ( 17. 10. 1 )

f筆者は 内務省防空研究所〉



兵庫懸廃畑 Ｈ Ｑｬｩｾ 廃 Ｉ

新 興 工 業 都 市 計 霊

( 1 )  

官頭に お断り し友ければ、主主らないZ31は贋畑都市

計霊事業は白木製鎮の工場 を中心と して行はれて

居る開係から 防!傑上の見地から計主岡商と数字的

ー主主細かい 内容陀就い ては此の紙J -. 1 亡強表を見合せ

なければ、なら友いし日銀工場 lζ 閲し ては一切数字

を書かない事に就いて御諒承を願は君主ければなら

なの事で、ある。

昭和12年l乞日本製鰻が{ l F : i .路市から 6 粁離れた営

時のー農漁村康村K 白潤の矢を立てた時分は御承

知の如く日支聞の空気は可成険悪であったが未だ

! 古溝橋の往来は自 由でるった。吾 々都市計藍陀従

事する者は日銀の如き大工場が忽然 と僻設の地 に

出 現 じた場合のｾ置 、 その取扱ひに就いて頭を悩

した末北九州の工場地i帯の閥察陀出かけたもので

るる。その結果得た結論は日本製餓工場の周溢は

一 日も放任さと許さす= と云ふ事ずるった。北九州、八

幡市 は同様日銀の工場街でるる。日銀が八幡のー

漁村に煙を噴いてから八幡市が生れ初めたのでる

るが街の伸びるま L に放任した胤雑さはどうであ

らうか、此の街を改造するために如何に多額の費

用を今日の八幡市民が負婚して居る事か. 都市計

霊と云ふ事が考へられなかった常時ρ 八幡を異似

る事は今日では許され友い。工場中心の工業新都

市建設の都市計重事業を やるべき機舎は到来した

のである。それにしても此の新都市建設は如何陀

してやるべきであるか、土地直制整理事業に依る

の外はえにいと云ふ結論になった。日銭工場は蹟付

の外に隣接飾磨町( 現在の飾磨市〉大津村の 3 ケ

町村に跨って居る。日銀が地から沸 き出た携に突

如現れる事に主主った時、地元民の熔きは亦格別で、

るった。後始末をどうするか 、frl 誌はがl何にと周

章狼舗なす所を知らすコである。土地区l1ti 整理事業

と云ふても地元町村にはその執行能力がお: い。人

長 津 忠 郎

的 iても財的にも彼等の手に負へ及いと云ふ事にな

ると 此 の事業は兵庫 ｾ採に於いて施行ずるより外に

ない。兵度牒知事は日鎖中心の工業新都市建設事

業を自らの手に於いて行ふ事陀 腹 を決めた 、内務

省、 も大賛成である。 都市計護法は直ちに贋村に適

用された。

( 2)  

際新工業都市の人口は将来どの位にたるであら

うか、土地直剖整迎の直域を 如何程になナべきか

工場の規模及附近に将来建設さるべき諸工場等よ

り考慮し 、』軒表人口 10 寓とし 此の直域を 285 蔦

8282坪と決めた。 此の端数の附 いた坪数は将来人

口と行政直剖川地物、都市計蓋道路等の開係から

出て来た直域を賃測して見た結果か ら生れた数字

でるる。之れを行政直域別に分けて見ると

j糊 市 一 )

f長畑町( 王草炭畑村〉

大津村

j在来公共用地

要換地民有地

［ｬｊｾノ 他ノ土地

( 3 )  

1，034，321坪

877 ，001 1
/  

946，960 1/ 

245，271j p (0. 086)  

2，377，051 1
/  

235，960 1
1  

f不用民有井潟、耕地¥

l整E l i 法四三イ夜、建 物 1

1アル土地原地換地、/

直域ゆ決ったと してその内容をなす設計はどづ

かと云ふに設計の大本は勿論新興工業都市建設を

目指すものであるから彼の大都市 等の周遊陀於い

て行はれて居る様主主都市構成の一部をなす計重で

あっては君主ら友い 、一つの纏った新都市形態を主主

ナもので主主ければ友らない。 加之日 支事費の最中

にあった首時と して防空と云ふ事を忘れてはなら

なかった、 とむためには幹棋道路の配置、幅員、

運河、公園の大きさ 、位置、等に苦心を拶# ふと共

9  X I  



{宅 . その他の公共的施設に於いても充分防空と云

ふ事を頭に置て考へねば、ならなかった。ｊ［Ａｾち 市 街

地 を強直 11( 分轄する事に 努めた。今之れをスケレ

トンで表ばせば第一園の搬 にあ る。

あ号E
.t .i1 

減え

く第 一 図)

上闘の如く河川、 運河、 幅員 28米の遊歩道路

( 之れは日鶴工場の中央出 入口に 営るものである〕

其他の幹娘道路或は紳戸、 姫路方面から木地直を

東西に貫遁する木地直には最も重要な交遜機関で

るる 山陽電車の高架線( 但 し常分平面) 等陀依り

闘の如く分轄したのであるが、之等の各ブロック

内には夫々ー箇乃至数箇の公園を設置するもので

あって将来の防空陣地であ り火災時の避難場たり

得るものである。

都市生活に必要で、ある水の問題、即ち上水と悪

7]( 陀就いては上水は木地直を南北に遁歩る夢前川

地直の西方 S 粁陀は捧保川の清流あれ将来地元

公共園韓の施設に侠つ事に して居る。悪7]( の排除

に就いては降雨の排水を考慮する事にしである。

家庭悪水の排除は暗渠排水陀依ら友ければならえ主

いので、都市生活陀 は頗る大切な事である事は判

って居るが、何分にも多額の費用 を要ナる事であ

れ 之 れ に 依 っ て 受盆ずるものは地主と 会ふより

も此所に居住する 一般市民である事は上水道と同

様であるので完全主主る下水道の設備は上水道と同

様将来の地元公共圏腫の施設に倹つ事陀ナる。塵

挨撞却場、中央市場 . 園民暴投、等の公共施設は

何れも将来必要主主もので喜うるから本計霊 陀於いて

は之等の敷地を議定し 、地元公共圏腫に遁賞主主る

債格を以って費り 渡す ととに して居る。 墓地の整

理、火葬場の統制 は極力之れが質現に努力すると

XI  1 0  

と 与え主し 、仲々困難友問題では ある が目下着々効

を奏 しつ L ある。公館地直を設置するととは公舘

其物の』彰R市民生活陀取り頗る深い蹄聯性あるも

のであるが故 に慎重に考慮の上木地直の時ミ中央

の 而 かも至便左る場 所陀 定めるととｾｴｊＺ し、 園民

皐校敷地等と同様趨蛍なる慣格を以って地元公共

圏躍に買ひ取らせるとと L なし 、且つ将来の市町

村の合併問題をも充分熟慮の上位置の選定に営っ

た積りである。前記設計の大要を纏めて見ると

1. 道路言t霊

( イ〕幹線 街 路 t都 市計m街 路 j

幅員 11米以 上28米 延長総計 36，225米

( ロ〉補助道路

幅員 6米以上 延長総 計151，093米

( ハ〕 存置在来道路 15，179米

計 202，498米 f函fi' i563，530坪〕

道路計霊高ハ最大干潮面上 2. 5米 トシ将来都

市ノ自然排水ヲ可能ナラシメ工事は出来符ノレ

限リ簡易 トシ農耕地上ノ 利用モ考胞ス

2.  排水計霊

将来都市排水 ノ; 密全ヲ期シ術現在農耕地ノ用

排水 ニモ支障ナ キ様考ほシ河JJi ノ付替及放水

路其他大ノj 、ノ開渠式排水路ニヨリ河川及海中

ニ排水スル計霊ナムf t ，j 排水路ノ中将来運河

トシテ利用出来得ルモノヲ工業地直内ニ設置

シ土地利用噌進ヲ計レリ

北側排水路 延長 2，230米 幅 員 40.0米

飾磨運河 /f 975米 。 43.5米

汐 入I11 11 2，488米 11  40.0米

3. 公国並綾地々積

総地積

箇所

最大坪駿

最小坪重量

全地積二 t ，tスノレ若手l合

4. 園民率佼7象定地

82，498坪

25ケ所

24，395坪

353坪

約3%

現在図民事校 3校( 放地繍 張〕

保留地 9校

計 12校 地 積 48，358坪

5.  公共用建築物其他市場 、塵; 炭焼却場等庭置

市役所濠定地、警察署、巡査仮出所、公共物

揚場 、市場 、公舎堂、盛挨撲却場等 ノ珠定地

ハ濠メ替費地 トシテ将来ヲ考ほ ノ上配置保留

セリ



150，000固

600，000固

3，217，913囲

1，789，587回

2，100，000闘

( 糊 地 変 却 代 )

= テ償還ス /  

計 7，857，500固

整理施行後地積 線地積 2，858.282坪

整理後公共用地 '694，826坪 く0. 243)

公園議定地 82，498 1
1  (0.029)  

/耕法第四十三 ¥

共他ノ土地! 僚建物アル土 )155，846 1
1 (0. 054) 

¥地原地換地 '  

草寺費地地積

1，905，567岡

5，406，933固

545，000図

8 ヶ年縫有望事業

内

補償費

工事星空

事務君主

年度割

自昭和 12年度 1

至同 19年度 j

事業費財務、

閣庫補助金

寄附金く 日銭 )

土地質排 f¥': 金 工日銀〕

共 他土地質揚代金

起債

2.  

3.  

ぐ4 )

都市構築の要素と して土地用途の重大た る事を

忘れては主主 らた い。 都市計霊法に於いては土地の

用途を都市計重と して決める制度に友って居るが

従来の都市計霊法は既成市街地に適用される結果

土地D 用途が混凱し て居る既成市街地に新たなる

着想の下に土地の用途を決めても決して理想通り

に行けるものではない。多少の効果はるるに L て

も既に手遅れである。用途地域制を制定するとと

は庭女地陀於いて効果 10 0 %である。木言十重に就

いては用途地域む計霊を含みつ L 各種の計叢を樹

立せるものであって住居地域、商業地域、工業地

域 、住居専用地直等は何れも木地直将来の市街化

を合理的に導くものであって之等を闘示するなら

ば第二圃の如きものである。

小 計

減歩率( 地直平均)

換地ヲ要スル土地 2，600，441坪

換地充笛地積 1，619，007 "  

卒均減t長率 0. 3774 

地直内土地筆鑑及所有者数

ｾｦ 毅 ＱＳ ， ＱＴ Ｕ 筆

(附 5，087

庚畑町 4，143 

大樟村 3，915 

所 有 者 鍛 2，056名

(附 768

際畑町 583 

大津村 705 

人口戸数紙況

飾磨市

21，490人

4，362戸

22，384入

4，475戸

33，500人

6，821戸

36，555入

7，343戸

326/249 庁 (0. 114)

1，259，419"  (0. 44  )  

4.  

5.  

電 車
高 架

6  

円

ι

作

品

榊

九

州

山

商

ま

袖

ヘ

品川

出

工

業

先

制川

田

工

主

再

用

処

一一
也

は

伎

届

専

用

於

高

主義

( 第 二 国 )

大津村

3，375人

750戸

3，450人

790戸

3，925人

860戸

4，875人

970戸

X I  1  1  

庚畑町

2，706人

503戸

4，201人

718戸

8，878入

1;  158戸

12，500人

1，700戸

昭和11年

12年

14年

13年

同

同

同

7. 

市街地から空地の少い宅地を除けの聾は日光に

ー依って育って来た市民が陽の目を要求して止まな

い庭から起る自然の撃でまうるが、都市計霊法に は

矢張り昼地地直の設定をなし得る制度はるっても

用途地域と同様此の制度も庭女地に効果を充分強

揮し得るもむなる事は言を侠た友い。本言十重に於

いては本地直の全直域陀亘って相首高度の空地制

限を行ふ事にたって居る。唯之れを 強表し得る 時

期に達して居友い事を遺憾とする。

( 5 )  

事業費年度割其他を記して見るならば

1  事業費総額 7，857. 500園



( 6)  

最後に事業の i生捗状況は金額から云ふならば現

私的5 0 %程度であるが之れは近年白一般的資材弾

力の不足( ' C;1，占くものであって ]lli だ遺憾で、あるが、

既K 1 11'1"年11 月には全地直の換地議定を指定し辛

ひ些かの支障も起らすτ に進行 をして居 る。 ノj 、作の

問題に就いても全地直に亘って!l 揺が仲に 入 り地主

小作人の双方か ら白紙委任 と云ふ事によりとれ亦

田淵に解決を見て居る事は此種事業にとって誠に

賠しい事柄である。

総り に前記載の政字は紙! べて日鎮の敷地 を除外

したもの を稜表 した積り であるが買は木地直には

日銭用地 を含ま れて居る のである 。即ち製観法に

XI  1  2  

依って営然牧用さるべき相営康大主主面 積を枇 合政

策的見地から並 に地元民の希望を容れて日 銭用地

をも本地1i i [ rて包含 し其用地積の過宇陀就いては土

地代金に相官する金銭を以って補償し一部の土地

陀就いては日銀用地外陀於いて換地として奥へる

事十としてあるのでるる。即ち前記 280数; 笥坪の 中

には日銀用地積は含まれて居ないが換地を要する

土地約 260高坪の中( ' C は日徴用地積の一部が含ま

れて居るのであ る。日餓用地を 合 まえ友主い1撒敬字でで、此

所に裂表して喜るうるのは冒頭にお断りした理由から

でで、星bうつて1数設字1津と見られて不審 l陀乞思はれる鈷が若し

あ りとナれば

思思、ふ。 〈筆者は 兵庫 l鯨採都市昔計十f笠E潔長J



満 測 に 於 け る 都 市 計 霊 桑 原 英
:.1.‘ 
，ロ

緒言

満洲 fて於ける都市計置は日本と木質的に異るの

であって、 日本の都市計霊の分野は都市の修i E f ' C

重黙があるが、満洲では園土の開設κ1-' ドふ都市の

創生が大多数を占め 、倫 ひ一銭道鰐叉は哲都市が

都市強生の基鈷とはなっても新都市 はその多くが

是等とは金々無影響に叉は哲都市 に耐ひされると

となく新しく計聾され、飽迄も建主改従の精神を

以て所謂“ 街道り" の偉業が進められてゐる。

都市計壷の重量占

以上の如く潟扮洲'1医κ 於ては新規建設が大部分でで、あ

るが故 tに亡内地の奮者都1目l市改造改良の如く虫丸，1 ι I

く理想想、的陀計霊霊zが出来るのでで、星るうつて 、規模雄大に

園家百年を考臆 して悠ったりと した大陸的な都市

を造るととが出来る。艮[1ち過密主主都市 を防止ナる

矯 1 人営り 民用地は 80 m
2

を原則 とし 、街路庚場

は市街面積の20- 3 6 %、公園運動場等の厚生結地

も充分豊陀計重 し、 且つ官公用地、暴校敷地等の

如きも地域的配備及び必要面積が充分確保きれて

ゐる。密度制限陀於ても住居、商業、工業各地域

共内地の制限よりは巌にし 、術都市の過大護展を

防止する潟市街周j濯には線地区を設け 、且は都市

青鮮食糧の自給を圃ると共に防空的方策が講ぜら

れてゐ: る。

都市の立地に就ては産業開設計霊、交通網計霊

及び綜合立地計霊と密接陀聯繋し 、その立案は 、

①銭道の敷設、産業の勃興等陀併: ひ急: 激主主る設展

を議期せらる L 都市 J ②1M地開設叉は園防上重要

なる都市 、③既設重要都市にして漸次人 口HS加 し

今後設展の趨勢頴1普及る都市、④省、市、 !降、旗

公署等の所在地にして地方行政の中心都市、⑤ 史

蹟景勝地にして保養遊覧陀泊する都市の順位で着

手されてゐる。

要ナる陀満洲 K 於ける都市計主主の亙鈷は閣土言十

重の基に現想的主主著ｾ｜ 市形 態及性格の計聾都 市 を科

卒技術の総てを動員して、質的にも量的にも計霊

的に建設せんとする底化あり 、?ll 乞新 都市生活最

境の満洲的創造K 重黙があるのであって 、との国

土を王道事終土永住の新天地たらしめんと努力して

ゐるのである。

都市計壷法の特質

満洲の都邑言十叢法は内地の者s市計霊: 法と 市街地

建築物法とを結合せしめた如き法規で 、 とれば前

者無くては後者無く 、後者非ヂして前者成立せ歩、

即ち建築無き都市は都市 に非ヂの思想から雨者一

倍に纏められたのであ忍がi 内容は 内地のと殆ん

ど築主主るととろがない。 しか し若干特質とナる 黙

を遮れは¥ 第. ←陀は事業用地の陸得牧用に 闘する

鮪で日本法陀 於ては道路. 公園或は上下水道等の

直接公共施設の詩陀用ひる用地は強制 牧用が利 く

りで、言うるが、満洲法に於ては唯 それのみに止ら す=

か L る公J 与施設の貰施に依り受径を象る有ゆる土

地 、F! Pち1主地陀就ても 、強制牧容が可能 主主のでる

る。言ひ換へれば全市街計霊地域を強制買牧出来

るのであって 、その買収債格は行政官署が都市計

整事業を行ふ場合は「都邑計謹直j或設定蛍時の時

債を基準ーとして土地の利用紙況に依り定むる相首

位格を以て」買 l除する 規定陀主主つてゐる。 即ち現

在萎ｾｮＱで 言うれ ば婆畑の値殺で 、 高梁畑なれば高梁

畑の値殺で買牧するのでるって 、町が近く護展 し

て来るからと云って投機的友呼び値は認め主主い と

云ふ観念、が基調に定立されてゐるのでるる。

第 2 は絵地匿の制であるが「主管部大臣は縁地

匿を指定して一般市街化の防止」を計るとと が出

来るので基うるが、その目的と友るととろは市街周

湿の特殊ー農業地借たる生麗縁地を確保 し. 且は市

街地に接近して飢立する過伏都市殻生の原因たる

無統tM建築群を 防 ぎ、叉防空的、保健的意義より
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適正紙地を都市直域陀保有する にあるので ある 。

即ち震災後の東京郊外の如 くあれ よるれよと 云 ふ

聞に無統制定足市街が護 展 して過大都市 に友るのを

防止するりである。 、その建 築統制は①各階建築 面

積の線和下敷地面積の100分の l 以内なるもの 、即

ち別荘と か運動施設とかの敷地面 積の非常に庚大

友るもの 、②農業、林業 、園婆、牧畜 業、水産業

製盟業、窯業及採鑑、採茨を必要友るも の 、 ｾｰ ち

緑地自開利用上の必要建築は許可し、 ③存績期 間

1 ヶ年を 超え十る椴設建築物、④前各読 を除く の

外公谷上己む を得ぎるもの . 以上の項K 該営し主主

いも のは一切許さ れ友' " 規定である。倫とれら生

産縁地の園邑計霊に就ては集合開拓国の入殖等も

軌道に乗 れ 都 市疏菜の自給劃策は醸成されつ L

ある。

第 3 は形態統制であるが満洲 法K 於ては面積制

限 は住居地10分の 4 ，商業地域10分の 7 ，工業 地

域 10分の 6 で るって各々 白木法より は巌で あ れ

E つ容積制限が加味 され住居地域 10分の 人 商業

地 域10分の35工業地域10分の30となってゐる 。従

って高度制限 が主主いむでるるが新京に於ては特K

2 3 m最 高限度の制限がある。向住居地域に於ては

土地の情況に依り 更に巌左足る密度制限をも規定出

来るととが附則されてゐる。即ち高級住宅地匿、

集合住宅地直等を計葺出来るりである。かくて昼

地保留、過密居住を 防止し市街の不衛生紙態を止

む ると共に土地 の埴首なる 利用 を圃 れ 且つ土地

投機を閉止せん とするのである。j l 1J地の大いさは

強め定め新京の例をとれば、住居地域は夫々 875，

770、440、1.l 3 0 m仁ノj 、賀商庖街にて 36.0m
2

，商館

地直は 1，650 m
2

を以て合1筆と し合筆は差支無い

が 分筆細分を許さね方針でるる。

以上が法の特質の主なもので あるが、 との ほか

用途統命1) f ' C於ては満洲の特殊事情K 依る混合地域

的地域の存在や、新設都市主主るが故陀市街地買却

陀首り用途別の配置計葺を多分に加 味 し都市の言十

霊登展の助成に努めてゐる。

都市建設の栂況

都市計霊事業の執行に就て先づ第 1 陀問題にな

るのは如何に して事業費を捻出するかに在 るので

ある が . 比較的に経済力の充賀してゐる内地の諸
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都 市陀於ても之が針策には困維が ドドふので ある が

況や滅扮! の諸都市に於ては 、財政が苦しく貧弱な

のであって内地の如く一般税l投入の分け前を期待

ナるが如き態度では何年待つでも都市の建設は出

来得たいりである。か L る一面建園以来鍛道. 道

路 、港潤等の安遁の護主主、圏内治安の確保、属 大

友軍事施設の建設、又は産業五ヶ年計霊陀仲ふ重

工業の勃興、或は開拓民の入殖等に依り 人口 の移

住は敏活を極め街の強育は甚7ぞ瀬著なのである。

否唯護育程度に止らす= 蚊野に忽然と新市街が出現

すると云った賢情である。一例を星雲れば牡丹江市

の如きは建閣常時は全戸数僅かに eoo 戸む小村 落

{ て過ぎなかったのであるが僅 k 5 ヶ年にして人口

10寓を突破 し、昨年の園勢調査に依れば17寓 8 千

人にも達してゐるのである。都市計蔓立案営時陀

於ては議想、人口 11寓を窮極人口 として計霊 したの

であるが、美事失敗したのである。建設初常は先

づ鍛造闘係の人 k が来る 、次で、請負師が入れば苦

力も大穆 して来る。従って商 j占が出来る 、カ フエ

ー も出来れば料理屋も建っと云った調子で人聞は

毎月毎日殖えるのであるが他方都市計聾事業は 一

向進捗せ歩、道 路、下水共の他公共施設は全身無

いj伏態で泥聞で戟守をやってゐるや う主主もので自

動車は泥道で、動 かす言、 望事者は長靴で、お屋敷へ遁ふ

といふ等山風景主呈 したのでるる。か 与るj伏況 は

牡丹江のみに限らすコ全滅各所陀見られたのである

が何分閣政が整はない首時であるから財政陀動き

がつかす京都市計軍政自主的財源、の確立を 迫 られた

のマある。と L 陀於て土地経替陀依る者fS市建設の

方策が樹立されたのである。即ち新都市が殻生し

畑盤、 じて街と君主れは、と 1. f ' C 英大友地質の捷動が起

って来るのであって 、普通 ならば地主がぼろ い 備

をするのであるがとれを土地造成の財源に営てる

一種の土地合祉の方法も都市計査事業で採用した

わけである。との地債の値上りと都市計謹事業の

不可分開係を巧 I' C 利用して要ナる陀無一文で街造

りを賀施したのでるってとれ満洲都市の特質で: A>

らう。 fおとの土地経営を質施 するに好 都合主主とと

は牛や羊を飼ふ馬には庚大主主土地が要る。それが

j琢や鶏だと僅か友土地 でよい。 ととは人間と云ふ

奴は無暗無鱈陀狭い庭に群りたがるものであって

極めて狭い土地で、聞に合ふ。そ む上 満ifHID土地 は



恒めて安い、坪首 !J 6  - 2 0鏡で入手出来る上lモ宅

地で、買却する時は 、その施設程度から いつでも 坪

4 - 5却から 14- 15四位が適正友のであって 、土地

の買牧元金の多少は殆んど問題陀主主らヂ利鞘財源

が賄へるのでるる。

か くて事業の執行は漸 くそ の緒 K 就たのである

が、その後順謂に設展 し昨年度末現在に於ける 全

満都市計丑事業のj伏況は次の如き ものである。

調査i J l iJ 量; 完了のもの 198、立案完了のもの 133、

都市計笠の指定せるもの 108，計霊の決定せるも

の 105，事業質施 中のもの 49，む多 きに主主 し、街

今後計査を珠想、されるもの 359ヶ所である。

都市計壷と建築

満洲閣の建園は政治、経済. 文化等凡ゆ る分野

に一大革新をもたらし 、王子加、に新都市を構築 し、

未聞の森林に産業地僚を出現させた。 前述の如 く

国土開設の主義結たる都凸の建設は者I1邑計基の基、

陸観として新市街の具現 をみたのであるが、建閣

の胎甜j たる満洲事鐙を悠久陀記念する忠、翠本は諸

般の建設に先んじて各都邑陀質現された。. l l . Pちと

'>. I'L圏在 り者11邑言うる所以のものは列j 園の英霊の賜

に して、園民の 日夜仰 ぎ見る高塔とそ満洲者11畠を

表象するものである。

次で図政の革期的進捗は政府営繕の組数的な増

加 を見、就中園者11に於ては中央官精及び園家的文

化施設は 、 10ヶ年 7. 600寓聞のE 額の建設工事が

完成したのである。

他方経済開裂の進展と 共陀一般民間建築界も股

盛を極め 、ととに第 l 共産業 5 ヶ年計霊の完途は

幾多企業合祉の創設に依り大量の建築工事は林 立

し、就中工業都市たる奉天餓西の如きは重要工場

数80の多きに達し 、一方資源開裂に仲ふ鉱山都市

の出 現 は阜新 ｬ 乞密 山 花等々進境に 一大 産業者 ｾｉ 市 の

建設を みた。

か L る園土の閥裂は者11市人口 の急: 激なる増加を

み、従って住宅群の建設 も世界にその北 を見ぎる

量 的 友 も の で あ れ 政府に於て も住宅政策の確立

を期し康徳 7 年10月「住宅臨時針策要綱並 K 住宅

建設! t策割問」を決定 し、その助長建設陀努め都

邑の完全主主る建設ｾ期してゐる。 ｦ 材業界 ｋ 於ても

か ムる建設界の情勢陀割膝ナるf語、政府は「土建

統制法」を康徳 7 年 5 月公布し、その新盟結IJ の確

立を困ってゐる。最多に臨んで、大東亜聖戦下本年 1

月科築技術翼賛暗制として . 協和舎に確立 された

科、技、聯 ぐ科暴技術聯合部合) の組力的進軍が

満洲建設前線の第一棋と して力強く踏み出してゐ

る事を 附記する。( 筆者は満洲園建築局第一工事事虎長〉
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大 阪 市 に 於 け る 住 宅

新 築 及 び 取 設 に 就 て

大阪市 に於ける人 ロの増加 とl主幣j散の i合加 は毎

年甚しきも ¢が あるが、 特K 支那事変を 契機とし

て人口 の都市集中は ー居激化し 、大阪市の世.w手数

の激i舎を結果した。然るに他面建築資材の統制並

に債格昂騰により住宅i合加 は制限を 受け 、最近 1

ヶ年平均約 8 000 戸の増加 を示 してゐ るに すぎて安

世幣数 100 K 封し49の割合であってその牟ばに達

し君主い。

悲t亡於いて住宅不足の聾次 第に高く 、住宅維は

深刻化したのであるが、いま 住宅不足の指標のー

と考へられる空家散について とれ を見れぽ、事蜜

勃蛮の昭和 12年は住宅敷100に封し空家j肢は3. 1で

るったが. 昭和16年には住宅数 100 に劃してきさ家

主主は0.9と低下し大住宅に於ける 2. 0%，. 1)、住宅陀

於ける 4. 0%，を正常空家率 とする主主ら ば、大阪市

に於ける空家主李は異常に低いものでる るといへょ

う。

以上の如く大阪市陀於け る住宅難は相? 主箸 しき

ものがあると 考へられ るのである が、 とれが 解決

策と しては 、積極的陀は位宅の増加 をはかるとと

消極的陀は人口 の都市集中を抑制するとと が考へ

られ る。後者の消極策につきでは暫く措 き、積位

策 についていへば、政府は H乍春住宅管国法を 公平ri

し、 とれに 準撮して住宅管園 を設けたが、 との佐

宅畿圏の大阪支所は大阪市を は じめ闘四方面 に於

年次別住宅新築及び液製薮

昭 和 8年 /;  
9年 /;  10年 ゲ 11年

新 築 鍛 f  1l4O，O78O9 J  C1l4o，o7-8O5 J  17，85.57 9  

ぐ118. 7)

1172 ，945 

(121 .3) 

取 段 数 ( 130，087O2 J  ( 154，46.D88 J  153，42.  14 
4，318 

( 134.7) (  111 .5) 

差 引 3曾

l1O0，09.  17 
9. 177 

|2，33.  45 
1132，46.2i 5  

カ日戸重立 ぐ 0) (84. 1) ( 113 . 1) ( 包 )

備考 括弧内の書量字は昭和8年を基準とす る指数を示す
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関 本 精

いて佐唱の新設を急:いで、ゐる。 向ほ との ほか政府

は一般生産合枇、工場等にもその;努務者のための

位宅施設の新設を紬奨し騒々便宜を供 してゐる。

また大阪市 も市民の佐宅難 を経和すべく 、相官数

の庶民住宅及び労務者住宅を右IJ 設し、また今後も

新築する議定の虫11 くである 。

か し 政府並 1' 1: 大阪市の手によって佐宅新築は

相官著 しいのであるが、大阪市に於いて年々新 ら

たに需要さ れ る但= 宅教に比すれば温かに少 な し

判底と れのみ iモては性宅141，は緩和され主主い。誌に

於いて一般民聞に於いて新築される佐宅が佐宅設

和のために重要な意味 を有するとと L なるのであ

るが . 次にとの一般家主によって新築さ れた住宅

並 I' CJ st 蝕 された住宅の最近の趨勢と昭和16年陀於

ける概 要を 述べ よう。

先づ最近陀於ける住宅新築の趨勢は昭和 5 年以

来昭和 12年陀至るまで累年増加の傾向を持続しつ

つあったが . 事鑓勃殻後 は前越せる迎! 山陀依り減

少の傾向を 招ぅl<iし 、従って住宅盤の精力日容も低下

する l乞至った。 併し住宅の取強化ついては 既に事

鑓 2 年商ij よ りとり傾向が現はれてゐた。然るに昭

和 16年に於いてはイJーとと不足の激化陀針肱ナベ く，住

宅建設の促位化が企岡せらると共 i亡、他国ー佐宅取

肢が激減したため佐宅新築設より Jtλ!波数を 除去 し

た差引琳加戸数は激琳してゐる。即ち新築H;宅数

ノノ 12年 /;  
13年

/;  
14年 /;  

15年 /;  
16年

一・ー一一一一

l1B2，79.  14  

(127 .9) 

1172，0B .  10 

( 120.4) 

146  ，264 

(96.5) 

146，2.  47 

(96.3) 

16，37743 J  

ぐ11

(，397 ，789 
2.972 

260 ，343  
1，743 1.244 

.9) ( 76.8) (60 .5) 、( 45.0) ぐ32.1)

15.125 

(1413，58.398 J  |l0，99322 1  12，45.054 J  C1514，25.229 J  
( 138.5) ( 109，2)  (11 



は16.773戸、取蛍住宅数は 1. 244戸 に して差引増

加 戸数は15529戸をかぞへ、 とれは最近 十て於いて

最も差引増加戸数む多かった昭和12年の15. 121戸

を凌ＺＨＮｬ，ｾ してゐ る。

併し ゑがら昭和16年に於ける差引増加の激増は

新築住宅む増加 と取皇室性宅の減少によるとはいへ

即ち住宅取皇室がその大き主主原因を主主すものである

後者から 、 との詩の住宅の不良化に は十分の注意

を初1¥ひ、その防止につとめねばならね。

けて見れば奮市域は 、事蟹後 現 在に至 るまで櫨観

的に( 昭和14年の 3.112戸 を除 く〕減少の傾向を

たどってゐる の陀封し . 新市域K 於いても同 じく

事費後減少の傾向にあったのであるが、昭和15年

を契機 として増加 を来してゐる。また取践につい

て見れば、、奮市峻に あっては 、昭和12年以後毎年

減少を観け 、殊に昭和16年に於いて は昭和12年の

約 4 分の l を激減してゐる。同様の傾向は新市 域

K 於いても 見 られるのであるが. その減少の割合

は奮市械の場合ほ ど甚しくは主主い。向ほとれを詳

細に見れば次表の如くである。*
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来以上が最近大阪市に於ける住宅 新築及び取蛍の

趨勢の概要であるか、以下昭和16年の結果を種々

の角度から 見る とと与しよう。

先歩佐宅新築 について見れば¥新築住宅16.773

戸に して. そのう ち奮市域は 1.709戸、新市域は

15.064で、組戸数のそれぞれ10.2%及び89.8%を

占め、奮市域が新市域よりも 79.6%(13.355戸)

ょL、主主く 、佐宅新築は殆ん ど新市域に於いてなされ

たものである。取段 l乞ついて見れば、、耳元段組数1.

244戸陀 して、奮域 547戸、新市域 697戸で、それ

ぞれ の 占むる割 合は ｊｪｾ鼓 線数の Ｔ ＴＮＰＥ Ｎ o6.0%に

して、奮市が新市よりも新築同僚12.0%(150戸〕

少なくえにつてゐる o iAJ ほとれらの差引増加l戸数は

雨市 を通じて見れば、、15.5畠9戸に して、奮市域1 .
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162戸 、新市域 14. 867戸 で 新 市 域 が著 しく 増加 し

てゐ る。

つ ぎに匿別に見れば、佐宅新築の最も多い匡は

旭直 4. 454戸 、 とれに. ついで、佐官直 4. 373戸 、東

成l @: 2.526戸、西 淀川区 1. 757戸が 多く 、最 も 少

友い医は西区29戸である。取鼓について見れば、.

区別、 住宅新築及取E聖書主

北 比 東 西 港 大

天

南 浪
蕊11-、

王

花 正 主主

域市計
区 直 直 直 医 直

寺
直 高

E宣

新 築 184 577 741 29 77 340 259 591 110 1.709 

耳支 毅 109 
" 9  

39 171 56 31 41 101  125 547 

差 引 場

75  458 ー35 121 21  309  218 49 15 1. 162 

加戸重量

備 考 ム印は減少戸重量を示ナ

来性宅の構造について見れば、新築佐宅は奮市 域

新市域共に二階建 が多く 、新 築 組 数16. 773戸む う

ち 10. 029戸 を かぞへ . 一階建は1)， 025戸、三階建

は僅に 10戸を見 るに過ぎ 友い。 併 して各匿のう ち

二階建よ Dも一階建が多い直 は 東 淀川区 、 旭区の

直別、構造別位宅新築及び寂寂重量

此花 大 正 天 王 浪速

建 11-、

北直 東直 西富 港直 南区 市
匡 区 寺底 E主

域計

ト ー

新 総書立 184  577 741 29  77 340 259 591 110 1. 709 

一階建
14  4  41 - 13 2  5 ー 42 

築

二階建 170 573 70 27  611  336 254 581 108 1.657 

数 三階建 2  3  21  - 2  10 

ト一一

一

取 総書主 109  119  39 171  56 311 41 101  125  547 

一階建 31  16  9  71  33 12 151 - 14  137 

毅

二階建 761  103 29 101  23 191 25  101  11 1  406 

重立 三階建 2 ー 4  

トーー

'" 
差 線 鍛 751 458 35 121  21 309 218 49 151 1.162 

百| ｾ＠

'" 
e‘  

p 、 ，、
か F、

'" 

e、

3曾
一階建 17  12 5  71  20 10 101 - 14  95 

カ日

c、

二階建 941 470 41 171  38  317 229 48 31 1.251 

戸
£ト

'" 

d  

重量 三階建 2 一 2  3  2  2  6  

X I  1 8  

東 淀川区 249戸が最も多く 、西 淀川区の 160戸 、

浪 速 区 125戸 、此花 匡 119戸がとれ陀ついで、多 く

最も少友い匪は南直10戸である。向ほ差引檎加戸

数陀ついて見れば、、 旭匡 4. 386戸が最も多く 、 と

れについで、位吉区 4. 802戸. 東 成 区 2. 413戸が多

く、最も少ない匡は西匿の 12戸で. 浪速匡は 15戸

の減少を来た して ゐ る 。 *

西 東

東 旭 位 西 新市IJ 、
ぷE L3  

淀 淀

成 吉 成

JI! JI! 

区 直 直 E孟 域昔十 計
直 直

1. 759 1.607 2. 526 4.444  4. 373 347 15.064  16.773  

160 68 71  36 697 l 目 244

1.597 1  .  358.  2. 4  12 ー4. 386 4.302 311 14.367 15.529 

二匿に過ぎで久東淀川区は二階 建 753戸に針 し一

階 建 853戸. 旭区は 1. 938戸に劃 し 2.509戸であ

る。結Iほ特に奮市域に於いては二階建と一階建の

占め る割合の差が著しく大きいがとれば狭小 な敷

地に可及的に延坪の大きい家を建築せん とする努

西淀川 東淀川

旭区| 住吉医

新小 ぷE斗， 

東成区 西成区 市
直 直

域計 昔十

1.757  1. 607 2. 526 4. 454 4.373 347 15.064  16 ) 73  

334  853 359  2.509  934  361  5.025  5.067 

1.423 753 2. 165  1.938  3. 439 311 10. 029  11 .68E 

2  7  JO 20  

160 249 113 68 71  36 697 1.244 

71 183 74  50 47 24  449 586 

89 66 39 18 24  12 248 654 

4  

1.597 1.358  2.413 4.386 4. 302 311 14.367 15.529  

263 670 285 2.459 887 121 4.576 4.481 

1.334  687 2. 126 1. 920 3.415 299 9.781  11.032 
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カの現はれでるらう。取段K ついて見れば、替市

域に於いては新築の場合と同談二階建が多いが.

それぞれの占むる割合の差は新築の場合ほど大き

く主主い。撚る K 新市土戒に於いては一階建が多く 、

階建の二約 2 倍に達してゐる。とれは新市域に古

く存在してゐ? と農家の建直 しされるものが多い結

では友果からうか。併し奮市域、新市域主と通じて

見れば、、二階建が一階建よりも僅に多く 、三階建

は新市域に はなく . 奮市域陀於いて 4 戸をかぞへ

る陀過ぎない。

つぎに住宅新築を月別陀見れば、9月は 2. 777戸

に して最も多い月であれ 1月の562戸が最も少な

区別 、月J l IJ 住宅新築及び取毅敏い)

ｾｾ＠ l比 東 西 港 大 天 直 南 i良 市奮 A、

花 疋 王 法

直 医 直 直 岡 区 寺 区 E孟 域 計

l }l 7  21  -- 6  一一 151 - 30 

2月 201 50 E  2  81 37 7  91 44 183 

新
3月 11  148 16 121 98 20 21 - 298 

4月 42  7  31 - - 41  - 57 

5月 29 3  41 10 5  151  - 15  82 

6月 6  
口》 851  - 100 

築

7月 141 65 5  3  9  10 12 一 118 

8月 51 43 71 - 3  131 42 181 23  154 

9月 81 41 101  - 13 41 49 101 20 155 

数

10月 2  5  
o  【 -

11  106 10 

51 _  

134 

II 月 39 197 4  I I  3  7  10 ー 271 

12月 24  7  4  8  111 60 51 - 日 127  

合 計 184 577 74 29 77 340 259 59 110 1. 709 

区別、月別住宅新築及び取毅教 く2 )  

北 此 東 西 港 大 天直 南

i院
花 正 玉

恵 直 直 直 区 直 寺 直

l 月 16 8  3  19 2  

2月 33 9  7  10 3  

取

3月 3  2  10 15 ー 44 77 

4月 51 41 51 - 131 - 4  69 

5月 7  7  10 4  10 39 

6月 9  21 - 16 27 

望星

7月 9  51 - 51  - 21 - 24  45 

8月 2  10 ー 81  - 7  4  32 

9月 6  21 - 10 3  10 3  36 

量生 10月
9  20 5  11 41  -

一
10 49 

I  1  }l 20 2  2  9  33 

12月 12 21 3 ー 3  21 

合 計 109 119 39 17 561 3  I1 41 JO 125 547 

い月であるが、概 して 8 月乃至12月に於いて新築

された家が多く 、取設は4月の227戸が最も多く 、

6月の49戸が最も少友い。

向ほ新築住宅及び取設住宅の 1 ヶ月平均を見れ

ば、新築戸数1. 398戸、取設戸数103戸 と な れ 差

引増加住宅は 1. 295戸にして毎月と れだけの住宅

が増加するとと主主主る。とれを奮市坊に見れば、、

1 ヶ月平均新築戸数 142戸、J j j t 設戸数46戸と友り

差引増加佐宅は 96戸である。新市域陀於いては 1

ヶ月平均新築戸数 1. 255戸、取設戸数 58戸. 差引

増加住宅 1. 097戸で、 とれを奮市域と比較すれば

1. 001戸も多くなってゐる。

「筆者は 大 阪市 市民局庶務課調査係長〉

西区 旭 佐 西 新 小 .g.. 

淀

淀川

吉 成 市

)11  区 区
ーー一直一ーー、司、

域 計 計

258 60 160 54  532 562 

170 138 73 295 610 21 1. 307 1. 490 

158 144 58 394 50 804 1.102  

15  165 64 386 128  758 81E 

63 12 1  97 105 17 1  5  562 644 

102 99 36 136 253 11 637  737 

97 109 155 567 236 42 1. 206 1. 324 

310 124  360 320 402 34  1. 550  1. 704  

174  173  415 872 951  37  2 : 622 2. 777 

105 99 434  475 2 16 15  1. 344 1. 478 

229 191 322  904 605 27 2. 278 2 日E

76 184 512 394 247 51  1. 464 1. 591 

1. 757 1. 607 2.526  4. 454 4.373 347 15. 064 16. 773 

西直 東 京 東 旭 住 西
新市 小

合

波 淀 成 吉 成

)11 )11  直 直 直 区 域 計 音T

2  27 一 5  3E 85 

14 11 14  17 5  3  64  163 

28  40 24  2  5S 172  

28 96 20 8  6  158 227 

2  13 19 4  7  14 5S 98 

3  9  4  4  2  22 49 

7  3  7  
一

17 62 

22  23 20 8  73 105 

8  20 5  34 70 

191  - 2  

4→363624792 E  7  2  

71 

161 21 3  2  75 

381 1  22 12 97 

113 68 71 1. 244  
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時 局 、 建 築 に 就 て の 随 想

七坪竿の鄭務者住宅

標題は編輯幹事舎で謀せられたもので、季題に

依る 作 句 、 首 ｩ 礎 を得た作詩がｾうも造り花の様で、

特に私の場合少 しく 不得手なので裂しぴ放崎、主主一文

陀なるかも知れ主主い事をお許し願ひ度い し叉時局

建築と云つでも私の仕事の視野からして住宅 に局

限せられ きう に主主 る事もお断り して置かねばな ら

ぬ。

時局が緊迫切買む度を 加 へる程住宅問題で提唱

せら れ或はせ られて来たあ らゆ る課題が一つ一つ

沈黙させら れて行く 様であって是は何れの園 K 在

つでも戦字経 済の完全的効果の前 に建築活動の分

野が漸次制限せ られ縮少せ られ固定せ られて行 く

事は所詮は止む無い事であ るのであ る。時局戦時

生産の生産手段とも労働力の維持層養の場所 とも

して重要視せ られて凍た所謂努務者佐宅 も今は量

的解決の一騎広集中せられ途に 7 坪 5 合の 3 寸桂

の翼々 6 尺の 6 晶 3 晶 2 問の家l ' Ci阜詰め られて来

た。嘗局の或人が同席の技師雨三氏 を顧みて私 に

云ふのであ る一一此人達も 7 坪宇の規格住宅を 建

てようと思って大挙を出た謹では無かったのだが

ーーと 、買に其遁 りであ るが生産力の披充確保の

詩には如何様にも必要量の建設だけは仕途げ友け

ればならねと云ふ所に仕儀が無いと云ふ政府の苦

慮が存するのだと思、はれる d 全く仕様が1! ! 1i いので

あらうが閣防1'1守見地から不燃建物が論議せられる

さへあるに極めて組悪 左足鶴i主主に木造小佐宅が轟居

せられる惑は将来の不良住宅化の問題とも 併せ考

へて相官寒心すべきものがあるのであって之が物

動計壷の問題からする資材難にのみ起因するもの

なら知ら歩若 し建築費の昂騰と家賃 α去に持務者

の場合) の問題からする低物債政策の堅持の震 と

云ふえにら私は相常の異論が持度く怠るのであ る。

枇合政策時報住宅問題特輯披で長岡保太郎氏 も言

って お られる遁 り「傍務者住宅は鍔働力の職場外

XI  2 0  

宅 美 代 治

に於ける存置場でも主主ければ、倉庫でもない」ので

あって其はi E I'C r労務者の健康と休養と文化 との

掲の必要」設備であらねば、主主らぬ筈である。労務

者の牧入と家賃の問題が今日の質的低下の素因を

詩すと云ふの主主ら宜しく園民の負捨に於てなり戦

時生産資本の負捲に於てなりその解決の塗はるり

さうえ主ものと思はれる。兎も角提唱の課題は必然

の前 K 途失沈献を絵l義;f，尽くさせられるのが現買で

ある。

豆腐と夏菊

簡素は理念、完途酪定と云った風な i時局語棄の

一つであるが私は豆腐と克揚が持つ日本人の食生

活に於ける地位と風格位ひ簡素の民義に遣するも

のは無からうと思ってゐる。天なと人意の完全えに

契合の所に於て成るものを名作と云ふえにら豆腐と

草薮は買に名作のーたるを失はないであらう。配

給機構が出来て私の町舎にも二軒の豆腐屋が成っ

たがーは質に粗悪な「豆の粉を固めたもの」を供

給し他は豆腐たる一個の創作を供給する。私は熱

々思った。向じく白い柔軟な個杉物であっても質

的に是程の差等がるるのである。父組の代からの

f専統と研鑓のふ，玲王龍王の如き名! 日を作り成す者と

何かの事情で、豆腐屋にでもと云ふ駈出しとが同じ

償値で世の 中に通 用する。大工にも左官 I' Cも徒弟

として数年乃至数十年の修業期があった。建築謀

術 としての日本住宅に於て茶室建築の良行事陀到

達する 程の腕を持つ大工も勿論腕が物を云ふ時局

で無いので¥ 回合出む若い叩大工と同ーの賃金で、

使役せられ主主ければ、ならぬ。務藤茂吉が歌ふ白桃

の醍醐味も 在所の庭先に出来た堅い桃と同じ目方

で市場I ' C 出る。紫と云はれる醤油も 山吹と云はれ

? と酒も 味噌も 杓子 も上七 々皆然りで質の低下は質に

お話にならぬが其れが玉石混滑十把一絡げで遁用

ナる 。或は努務者佐主主の様に資材維を克服して必



要量を充足せんとする養儀無い結果のものもあら

うが中には叉需要に乗じた貧慾の結果のものもあ

るのである。或は機構整備の詩富余儀無い碍鹿業も

あるであらうが箪なる質績庭理の震に中には反っ

て悪質が良貨を駆逐する結果となっておるもむも

ありさ ーうである。若し夫れ此種の慨嘆た自由主義

経済への未練友追慕だと断歩 る人があれば、私は

憶面友く其人主主の理解する自由主義経済とそ貴は

人類文化の唯一の母鴨だと主張するであら う。叉

若し此穣の質情を統制経済整備への温度的現象だ

とナる人があれば、私は統制経済機構内陀於て人心

より光深の流露する 一段の工夫を 乞求 して止まな

い。叉若し此種の奇形を戦争途行の前の聖友る犠

牲とする人があれば、私は其人ときっと自を見合っ

て確い握手を交すであらう。出障の古武士が曽に

名香を焚込め開戦前の海軍将兵が無垢の肌着K 着

替えるのも如何陀緊迫の間際にあっても持合せ度

い人の情感である。大戦を戟ふ現下の日 ヌ1>: 1亡在っ

て戟争遂行の必要の前陀途に一顧の愛惜以上の術

の無いものもるら うが或ひは中には再陸軍の深い

思慮 lて依って北支の戟火から北京の古岐を救ひ得

た様に可及的援護友り救済友りの方途が蔑されて

あるものもあるかも知れ友い。此事たる| 立の文化

を負婚される建築人にとっても深〈省察すべき事

象であらうと私は思ふのである。

機械の人格化

E 米利加の一新聞人が大東i l l i : 戦争緒戦に於ける

日本海軍航空部陵の活躍を讃喫して「機械を人格

化ずる者」 と評 したさう で dうる。質十亡適切 t'J_ 表現

である潜水艦の乗組員が明朝出航と云ふ前夜民事

に克明に際上げた魚、雷に抱付いて寝ると云ふ事で

ある。調逸の映詔でも潤逸潜水艦の中で設射間際

の魚、雷に Mei ne Li ebe と指先で普くのを見た事

がるる。 斯様な所作はー竜も虚飾1尽く民白一念純

一無雑の心境に於いて詩 ぎれるもので紳技と 云 は

れ紳兵と l呼ばれる所以も此聞の消息1'<: 列ーならぬ。

斯かる心境は日本人の気質に極めて該切する O 名

人と云はれ名工と構せられるもり 陀同様の心境が

ある。彼此思合はせて私は導むべき日本人気質の

保存の上からも 三E は玉石は石とする立問l は判然と

匡別して置きたいものと頗る敬慶な気持でさう思

っておる。

八代将軍吉宗の行き方

徳川幕府政治の中興の英主と云はれる八代吉宗

は道徳の振興K 意を用ひ特陀孝道を奨関l したさう

である。褒美の金が欲しさ l乞将軍の遁行を見掛け

て隣りの老婆を捨ぎ出して親孝行とあって甘 く恩

賞1'<: あり 付いた男があった。孝行とえ主れば真似で

も可いと云ふのが吉宗の言分だと云ふのである。

露政者 としては或ひは此吉宗流の行きつぢを必要と

する場合も往々にしであるかも知れ主主い。が然 し

貫に危険友話だと私は思ふのである O 折角今日迄

掘下げて来た吾々の良心の問題が何か一時的な必

要方排の詩陀全く一片の行動形式ｉＧｌｾ立去って一皮

剥げば虚備の肉塊と主主り了つてはゲーテーの E r

ist ei n  J ei:i feI ， der das W りse wi lI ， das gute 

schaft!  と云ふ言葉が思出される。近来倫理性と

云ふ事が何事にも附随して克く論議せられるので

あるが道徳が草放る 形式の事に係 り其庭陀異質を

f ドはす、魂を置忘れた場合器削良く言ひ或ひは叉休

現実 lモして冠するの結果 と友ら ぬとも限らえ主い。

吉岡松蔭のあり方

今日吉田松蔭に私淑する人が多いのは松蔭のあ

り方がさうさせるのだと私 1'i 1言じてゐる O 松蔭の

歌に

斯くすれば斯く放る事と知りえ主がら

止むに止まれぬ大和魂

と云ふものがあるが 、 との異質性が必蔭を J神格化ず

るのである。それは各部門の重芸術が沸騰する創作

慾を件、ふ様K 凡ての功利的な思慮を 越え て良知の

指示する方へ止み難い; 直進意念を感十る所に清明

主主る大和魂の強現があるのである。或彫刻家が精

根を傾けて作り上げた粘土の塑像の寒気の埼に凍

裂するのを嘆いて身衣を股して之を被うたが途陀

自らは夜寒の酷烈に凍死したと云ひ 、明治の名 曲

「荒妓の月」の作者がそのメロデイーを考へる官会

り途にそのメロデイ ーの中 K 客死したと云ふのも

皆止むに止まれ歩道り出歩る人間の霊性で、ある O

私はとの人聞の霊性を要請したいo seinを無視し

sein を飛躍した soII en からは決してとの種の霊

性を抽出する事は出来主主い。松蔭の所調「止むに
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止まれね」と云ふ気持を日本人全臆陀持たしめ得

る様友深い思索が凡ての倫理性の養素として用意

せられてあらねばならぬ事と思ふのでるる 。

近刊 「ドイツ」の著者は書中調逸のワンダーフ

オーグルに就いて 「日暇日の夕や休暇の終りの日

の夜、調り静かに書粛陀坐 してゐると 丁度今山か

ら踊って糸・たのか遁か町の彼方から紫器を先頭陀

立てた勇j仕え主 Wa nderungl i ed の合唱が聞えて来

る。ド イツの未来を濁りで捲 ってゐる様えにあの若

人達の頼もしい意気と 力強い歌啓一一自分は今で

も静かな夜、書粛に坐って目を 閉ぢてゐると何庭

からともなくるのJ l 士んな行進曲が聞えて来る様な

気持がナる」と言ってゐるが、私は美 しいメルヱ

ンの一意でも読む様に一種の詩情をさへ感じるの

でるって我閣の健民運動が妙に倫理化運動とさへ

見える事から或る強制感への屈託に似たものを先

づ輿えて了ふのとその爽涼感とその効用に於いて

徐程の庭経を 、私 は其庭に感せ' ぎるを得ないので

ある。

海軍落下傘部股が識定の島の日常陀素裸で集園

開操をしてゐるニユ ース映識を見て感じた事だが

手足が伸び 目鼻立が整ひ日本兵の顔形も良くなっ

たもりだと今夏見直す思ひがしたのである o それ

は陸上競技の運動人に見る様な近代的知性を持ち

淘冶ある者陀の み見る穆措風貌であって観る者陀

一服の爽涼感を抱き しめる底のものである。私は

海洋の持つ明るさが常1' 1 : : 近代的であり海軍の訓練

が常に共同親和の中に途げられ機械の操作が高度

白科率性を奥へそうして叉海軍の停統精市Jfl が純民

に在 る所属であらうと 漏り思った事である。

モロ族の一つの話

南方モロ 族の話を聞いたが、その一つに斯んな

のがある。以前米軍と劃戟の時 1 族傘げて封峠し

たが敵はー挺の機関銃を以て掃射するむで鍛多の

味方が倒れて行った。其時一人のモロ挟む婦人 は

買に民倉IJ お:顔をしてその抱いてゐる乳呑児を機関

銃む射手を目掛けて投付けたと云ふのである。気

負に呑まれて敵は退散 したと云ふ。原始の人が殆

んど自然律の様に 公に奉歩る倫理性を持つ生きた

話でる る。 此の素純と倫理性、私 は之を肯定 した

い 。原始に遣れと 云ｾ 1部の撃にとむ意味で私は
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主干を傾ける。それは 山 野 ｋ 股糞 し ｾｬＩＨ 肉を生食する

裳昧野蟹 を意味するものでは無く飽迄近代性を具

備し宍赤裸の新自然人を努鷺せしめるもので友け

ればならぬ。斯んな事を考へる時あの峻厳怜怖j の

人ヒ ッ トラアが潤逸園民に海水浴場で、の全裸を許

容したと云ふ記事を説んで巌R耐え主新倫理慨をさへ

匂躍する彼の思惟の程が窮知 し得る様に思 はれる

のは果して私だけがする附舎であるでるらうか。

園民食の或る提唱

戟舎の駆カはそれが規模と年月十亡係って強大さ

を加へて人の生活に影響を興へ人の思想、の上陀も

大なり 小 左足り費化 を及ぼさ歩には置かないが今次

の戦守が大戦であ り長期戦である事と又高度の近

代性を持つ事とから営然輿へられる であら う所の

思想、の上の大小の密化の中で草i乞戟争である が馬

1' 1 : : 戦時中だけに起る 1段々 の現象的のものは献殺す

るとして偶々吾人の思想的推移t亡率ろ大きな拍車

を掛 けつ L あると思はれるこつの傾向陀私は強い

関心を持つ。一つは人生と自然との順代密合でる

って其庭から新 しい倫理観が打立てられようと す

る事であ り今一つは高度の科皐化でるって其廃か

ら悲 しい幸繭翻乃至は生活維新が或ひは新文化さ

へが成立たうとする事である o

園民服が制定せられ園民住宅が論議せられ今叉

「東洋経済J 9 月続を見ると園民食が提唱せられ

てゐる。私は国民服の制定態度や閣民住宅論の思

想的背景を此庭で詮索して見ようと は思はねが該

誌の園民食提唱の趣旨には翫味ナベき示唆がるる

と思ふのでるる O 該誌の論旨は健民政策む立場か

ら現下食生活の質的低下と園民の栄養封策を掘下

げて見ょう、とナるに在るら しく 、市 もそれはーに

カロリーとピグミンの追究でるって或ひは此の主

旨を究極すれば 1 個の錠剤を以て吾人の食生活を

解決する事をも肯定し得るかも知れない。

私はｾ去の現在のあらゆるものに就 いての名 人

上手名賀佳什に愛惜の情を寄ナるの切ft を吐露 し

たが然し醗って誌に今 1 歩押進んで、私 は斯ん友事

を思ふ一一ー吾人の持つ天輿の九ての肉髄的なる享

受 を清算する事が或ひは科撃を持つ人類にとって

の宿約であるのでは無からうか一ーと。 頗 る大そ

れたもの L 考へ方であるが若し斯うした考へ方が



肯定せられる友らば私の吐露した名人上手名貨佳 文喜界に於てさへ文事報園舎が生れる時局下文

什に寄ナる愛惜の情の大部分を以て自由 主義への 事の活用が企闘されると云ふ有様である。之を運

未練 とするよヒ判 { ' Lも鮪麗 さっぽ りと頭 を下げるで 却l迄に主導し来った人に菊池寛氏久米E 雄氏古川

あらう 。該誌の掲げる闘民食の提唱は端無くも 私 英治氏等の名前が皐げられておる。之等の人 を々

陀如上の様主主示唆的思索をさせるのである。 純然たる作品の上から見た場合夏目激石芥J l I龍 之

建 築 人

凡ての塾術技術が さうである様に過去の建築陀

愛情措かさ、るものがあると しても それは主義克過去

のものでるり随時之に親し み之を 賞する陀国より

不可は奥いK しでも今日 D 建築人は恐 らく之に絡

始ずるものではあり 得友いのであって 、猫逸 tて於

いて知名の建築家がユダヤ人であった主主め綿て閣

外放遂の憂目を見、之が主主反って新進の建築家陀

係って新枇合政策的なな岡と 工夫に基く ノイエ ・

ジ一ド ルングが途行せられたと 云 はれる様に技術

の持つ婆術境陀象牙の塔に範ると云ふ様な左様な

聞い頭の或ひは叉ア カデミツグ主主名人気質や感者

肌から埠脆して自 在友る 近代的活智識を機用ずる

の才幹が今日 の建築人陀 は寧ろ要請せられ るので

は無からうか。 建築の枇舎政策的意義と云ふ乎使

命と 云ふゴF さう云ふ i;!;- } Hにあるのである 。平い討

が刻下の問題にし て も戦守効果の完全途行の前十て

制約せ られる 建築活動に於てさへ寧ろ その重要注

一銭と して避著住所設備と か防空防火設備 とか工場

の緊急; 建設用式 な れ 勢務者住宅の組立式建築用

式なり の確立とかが考へられるのである。

介谷崎潤一郎氏等 と到底一日陀し て談 じられるも

のでは無いにしても菊池氏が文豪で無くて文喜界

の大御所 と呼ばれるに相膝しい様に文芸事運動 を以

て現下の祉舎陀寄奥し貢献せんとし叉 しつ L ある

功績は泣する事が出来ないであら う。此種の運動

は特に 時局下陀於 て建築人 にも同僚要請 せ らる可

きであらうと思はれる。勿論今の私の情感を以て

すれば作家の作家らしき軍人の軍人ら しき建築家

む建築家らしさを第ーに望みたい。然 し叉その問

時局が時局であれば醗然と して刀 を矢立に代える

事も矢立を梶棒に代える事も出来る人が必要であ

り有用の材として傘重もしなければならぬ理由が

あらうと思はれる O

大東亜戦字が瞥示する将来を想、ふ時建築人の怠

固と構怨と情熱とは今か ら既l乞遁去のものと過去

のあとがれに低迷する事を許さえ主いでるらう。何

庭へ行く 7. と云はれる英園でさへイギリスとウエ

ールス の建築優先委員合 ( Works and  Building  

Pr iar i  ty C ommi  tt ee) の議長に依って戟後の庚

大なる住宅建築計霊の理想が持たれてゐると言は

れる位ひである 。 ( 昭 17. 9. 15)

( 筆者里 大阪市役所佐合部住宅課長〕
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新興木構造に依る藤急倉庫に就て

繍 新 興 木 構 造 の 理 論 と 寅 際

I 緒 言

張指年来、軍需並に生産購充に営てらる可奇移

しい原料が、倉庫不足の馬め徒陀露天に曝されて

ゐるのが見受け られる。叉他方南方王期hの倉庫雑

も聞いて居る折柄、磨、念倉庫の問題は貴重君主る資

材保護の矯め 、 1 日も等閑に附せ られざるものと

信 じ、 蕊1'( 再度禿筆を走らせる次第である。

n  倉庫の重要性

倉庫の重要性は今更喋々と論歩る迄も友く 、原

料や商品の貯蔵と保護を目的として居る。然し一

言に保護と 云つで も、 原料の種類に依つては 、露

天に貯蔵 して置いても何等支障を来さないものも

あるが. 大多数の原料や商品は曝露 して置いたの

では費質し 、モの使用に差障りを生で夕、るに到る。

此の矯め倉庫に溢れたものは屋外にシ ート や板類

で被覆され. 倉庫難を補って居る現状でるる。

所が原料や商品の或種のものは屋外に置いては

虫害や腐敗餐質し易いものが多い。完全な倉庫は

盗難火災等の不慮の原因を 除く ととが出来るし 、

整理方法の如何に依つては 、原料商品の牧納搬出

に便友らしめるととは云ふ迄も主主い。生産工場に

於て相営長期間貯臓の必要あるものは何うしても

倉庫に格納する より途は泣 いと思ふ。

埠頭や騨の構内に設けられる倉庫は 、紺寧の連

絡 を待つ問、必然的に要求せられるもむであらう

し、叉農業倉庫は穀物類の貯藤容管t亡、原産地倉庫

は原料管理に、夫々重大君主る役割注持てうて居る。

1If 各種倉庫の具備すべき後件

倉庫の積類は之に l汝納する商品や原料の糧別に

依れ買に多岐に亘って居る。今其の数種類陀就

いて具備す可き僚件を 述ぺて見ょう。
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宇 賀 柿 行 一

( 1 )  普遁原料叉は商品を牧納するもめ

( A )  市街地の工場叉は倉庫専門業者に

依って建てられるものは 、最小限白'動1l ! f ' L最大限

度の貨物を牧納ずる必要がるる。との矯め建物と

しては高居建築が望まれて居る。耐震耐火的なら

しめる 矯め銭骨叉は錨筋コンクリート構造が選ば

れる。

主題に依り認では説明を省略 し、臆急: 惜置 とし

て王子家建ての木造倉庫を設くる場合には

① 強国友る基礎上陀、竪牢えにる木構

浩にて骨組を作 れ 内 外 部共充分

耐火性を附奥すべき とと。

② 床 は相首の厚みに強固定Eるコング

リード叩き仕上 となすべきとと。

③ 遁風換気装置を施し 、倉町内む乾

漁 を調整 し得る如くなす とと。

④雨漏の絶針及きとと。

⑤ 貨物の牧納搬出 に最適君主設備 、即

ち軌道、起重機、搬送機等を設け

るとと。

⑥ 尚根本問題として牧醸すべき貨物

陀相隠し 1ゎ床面積や架構型態を選

定し 、特花開口部の便宜なる如く

設計する必要がある。

( B )  鞘成大えにる敷地に建てらる可き倉

庫は 、充分ゆとりのあるものが好ましい。耐震耐

火的であるととは勿論でるるが、ヨたの様主主注意が

肝要とされて居る。

① 基礎は充分強固に し、腰壁を高さ

1 m 内外張姐 し、内壁と雌も充分

堅隼にする必要がある。

② 防火壁を以て可及的にノj 、直illIH亡直

切る とと。

③ 内壁 も屋根裏も遮熱材を以て完全



K fl%i r熱の目的者三達するとと。

④屋根は雨漏を生ぜざ、る様、成可く

軍純なるべきとと。

⑤ 防漁装置を完全に友すべきとと。

@  開口部は二重扉と主主 し、大扉には

特に人の出 入 口となるべき 小扉を

附すとと。

⑦防虫防鼠設備をなすとと。

(⑧ 防火用水 の 供 給 を 考慮すべきと

と。

(  2  )  特殊な原料又は商品を牧納するもの

特殊貨物の中 、強i弦叉はアルカリ性の原料は 、

之を貯蔵するに床は勿論壁睦及構造に於ても充分

耐酸耐アルカリ性 とし主主ければ‘ なら友い。例へは‘

硫安、盟 、共の他化事原料の倉庫は鎖骨や鎖骨コ

ンクリ ー ト構遁 よりも木構造の方が遁営とさ れて

居る。然し塁空間や床陀はアスフアノレ ト等を塗り耐

酸庭理を施さねばならない。 爆強性の貨物叉は引

火性の原料を貯蔵する陀は禾々法規に依って具備

ナ可きイ附牛が明かにされて居る。叉冷凍倉町 、各

種車鯛及航空機格納庫等は別論と友る故、認には

その説明を割愛して置かう 。

lV 臆念倉庫の現況

倉庫の重要友る使命と 、 とれが必要性は非常時

局下益々其の度を カHへつ L ある。所が倉庫建築は

建築計塾に於て 、ともすれば、軽視せられ易く 、建

設の附け足りと倣される場合すらある。其れ故費

材不足の今日 1'( 於ては 、丸太を荒縄で結んだ期立

式のも の陀砂付き J レーフヰングを貼った程度の倉

庫も見受けられる。叉その反面官臆工事と友ると

燃料倉庫の如きずらも 、堂々たる視角や措しげも

友く 小屋金物を不必要と思はる L 随所陀使用して

居る のを散見する友らば 、筆者ならす京共、安材の

逼迫した今日買に慨かはしく友るに遺ひ友い。

今後共内地は勿論、南方現地に倉庫建設の必要

は焦眉の念とされて居る。之陀封廃するには是非

共著しく資材を節減せられ. 而も 理想的強度を 有

し、 倉庫として具備す可き後件を満足せしめた新

興木構造を以て臨むととが相膝しい。

然らは耀念倉庫と して 、新興構造の手法 陀依れ

ば、如何なる 利貼があるかヨたに詳記 して見ょ う。

V  新興木構造に依る懸念倉庫

感念倉庫である以上、建設日隈の短縮し得らる

与ととは勿論、 其の建築費 l亡於ても充分格安なる

可き である。

建築費の節減を計る需 f亡、従来の方法から云へ

ば、材料の質を低下せしめ . 叉施工.を粗雑にする

より塗は友かった。臆念; 建築の快陥は買に誌に原

因があったのでるる。所が新興木構造の手法が漸

く普及するに仲れ、永久又は臆念建築との懸隔が

著しく 引寄せられた観がある。換言すれば臆急: 建

築と雌も新興木構造lて依れば¥ 其の質が引上げら

れると云ふととに外ならえ主い。

今其の二三陀就いて検討を 加へ懸念倉庫建築 と

して如何なる特畿があるかを明記 して見ょ う。

(  1  )  腹念倉庫に遁した架構

第 1圃は 1 0 - 1 6 m程度の張聞を持放 し、 更に

2 - 3m程度持出 し得る架構を示 したものである。

材料は丸太でも 、押角程度のものでも 差支 友い。

陸梁は上弦材、そ れに斜繋材は何れ も草ー材を用

ひ、垂直材は二枚併用して 、節鈷はヂベYレを 噛ま

せボ ーノレ ト締めとなして居る。

鞘断面の大きい桂は 、軍一材の副桂と共陀陸梁

に接 し雨面より 遁し方杖を以て剛に連結されて居

る。l f Lー材相互の稽手及終結には 、 堅木の添板

を営て同じくヂペルを配したボ ール ト締めであ

る。

第 l 岡

第 2 園は張官 18mの山形 トラスで、陸 梁f亡は松

材 15 x  Ｑ Ｘ ｣ Ｎ ｭＮ 腔 ｬ 長材は同 ＲｾＱ Ｘ x  3c. m. を用ひ .

1客動は釘( 長さ 90m. m. 径 3. 8m.m.45本〉打ちと

したもので¥ 臆念倉庫の構格としては買に軽快友
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ものである。

第 2 図

第 5園は陸梁及上弦材は二枚併用のもので、 第

1 園の儲i格 と同wに属する もので、此種のものは

各小屋組問の連結陀は小屋筋違 を用 ひて振れ止と

して居 る。

質事 3  悶

第 4園は調逸の賃施例である が 、合成桂を用ひ

た軒高のfFl 高い倉庫で¥ 中央部の配材が非常 陀巧

妙 に出来て居て、取11の不安もない骨組であら う。

第 4 悶

第 5園は張問 18. 1mの持放 しで、弦材 、陸 梁は

何れ も2，....， 14 X 6恥C. m

ひ、 格黙はヂベ J レを挟入 してボ ール ト締めとなし

たもので、充分屋楳荷重を 支へ得る。

第 1及 2. 3 闘と共陀、何故斯 く無理 しでも大張

XI  2 6  

間tとするかに就いては疑問 も起るとと であら う。

従来の木造倉庫建築は小屋組を大き くするととは

事宜上積々の閤維が仲ふ。 そとで¥ 小屋梁の経済

的見 地 から張問を Ｖ ｾ Ｘ ｭ 程 度に撰んだもの で ｜ 強

いて蹟い間口 を必要と する場合には桁行 を開口 部

としたり杭J肢を l"@し谷を 作ったものである 。

叉倉庫内を見れば、桂の存在が宜lて厄介 友もの

となって居た。其れ故今後は新興木構造の普及と

共に木造倉庫の型態も 営然銭骨構造 に依る倉庫の

如く 、 張問 ＲＰｾ Ｓ Ｐｭ と 云っ た も のに 移行す るの で

は友から うか。

官事 5  闘

第 6:園は片流式の農業倉庫で 、構格は二滑 節式

張問11m、 小屋組問隔3.64 m、 内外部共壁躍は餓

鋼モルタ J レ塗 れ 屋根は野地板上にテックス を張

り防熱の目的を達 し、波型スレート 茸き 、建具は

耐火木材製網入硝子入れと したものである。

斯 うした片流式 とすれば¥ 雨漏の憂ひ は先づ主主

いと 云つでも よいが、積零の多い地方では屋根勾

配を 相苦?に 強くし 念いと無理のや うに思はれ る。
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ヨたに第 7 園及第 8 園は筆者の有ナる特許 に依る

轡 曲形の架構で、既に木誌、第25輯第 3 挽に詳述し

た庭である。即ち一定規 格を有 する梯彬I1たの草位

組成枠を工場製産し 、現場 I'l:搬入した上は地上で

車El み母屋振れ止 めも同様君主紺成枠とな し、左右の

基礎上I'l: 桝型 ブロツグ を構成せし め、途多く積置相

互 I' l : 連結ナる組立式である。

係 7 悶

炉『ー+一一_，

5ち 8 岡

mr. 急:倉庫と しては、現場ではiii に組立に要する

時閣のみである から 誠に簡草迅速な工法ではな い

かと思はれる。然 し一部分の蹴貼も主主い諜では君主

い。それは Di amond Tr uss 同様 lて接地面に近

く、 dead pl ace の出来る とと及 tie rod を用 ひ

主主い低め基礎を相常大きし 叉 トラスの成を 梢々

蹟く取らねば、ならないと云ふのである。然し事貰

施工を重ねて行 くと、之等は理論上の杷憂に過ぎ

歩、架構そのものが融合蹄ー して揮然一躍とな り

決 して一笑に附さ るべきものでは友いと信じて居

る。叉mr . 急: 倉庫の完全施工には之に使用する材料

が 、車の雨輪の如 く雨々相侠主主ければ効果が場げ

られないのである。

( 2  )  感念倉庫に使用すべき屋根材

懸 念倉庫陀最適の屋根 材は何を置いても先づrlfl!

鉛鍍銭板である が 、時局下の今日 望んで、も得られ

ない統制品である。野地板を張らす= 母屋直接に取

付けられるものに波型ス レートがあるが、之も配

給制度で、容易 lて入手出来ない。

之をと代用するもの として、植物織推陀セメ ン ト

混合之を眠縮して 、第 9 園の援な11去とな したもの

カ宝ある。

第 9 悶

表面へはモルタルを塗り 防火の目的を主主して居

る。 1 m
2

約20kg程度 、相常強親友材料で¥ 遮熱効

果は石綿スレー トより良好であるが、メーカーに

セメン トの配給が窓の如く廻らす京市場 lては徐 り見

られない綴である。

第10園はマグ ネシヤセメント と他の有機物を混

和したものを 、闘の様主主大判瓦型 K 竹筋等を配 し

つム成型 した代用ス レート であ る。質は著しく畏

く、耐火性はるるが、脆くて切断に困難である。

叉吸水性が大で債格の高いととが快駄である。寸

法は 50X 30c. m. 程度で. 母屋を 40c. m. - 45c . m.間

隔に取付けると 野地板を張る必要が友いと云って

居るが. 質際使用して見ると 、張込中 K 亀裂が生

じ、需に雨漏がして閤った経強がるる。

第 10 間

野地板 を張ると すれば、日木瓦、セ メン ト瓦 、ス

レー ト瓦、角 スレ ート 等好み次第であるが、能Z終

的では主主い。農業倉庫友ど陀なると 、j更に屋根の

遮熱が商倒で、普遁の場合は野地板上K 左 官の手

を掛け土居塗をする。とん t:J. 奮套依然と した遮 熱

手段は 、 到 底 ｾ念 倉庫 には雁用されな い が 、 野 地

板上にテツ グス額を貼るととは確陀遮熱効果ーがあ

る。
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砂付J レーフヰングを貼った のみでは防火上甚だ

危険で、重うるから モルタルの上塗しなければ、たら友

い。然しモルタル塗りの屋根は 、相営防水庭を巌

重にしても 、兎角 crackki ng が出来ると雨漏の生

じ易いものである。

( 3 )  慮急倉庫の壁韓

臆念倉庫と 雄も耐火構造であるととは貨物の保

護上第 1 後件 とされて居る。 共故板を鎧張りに し

た謹度で、は満足出来たい。生子下見やス レート 下

見は営今では先づ困難と見友ければなら友い。銭

網 ラスも不足勝ちで竹筋ラスや木摺の上にモルタ

ルを 塗って耐火構造と ナると竣工日隈陀も 闘係す

るが、臆急: 倉庫と しては先づ不向きでるる。詰り

何底追も dry const ruct i ng syst em でなければ、

との目的に沿は友いでるらう。共鹿で臆念倉庫の

外壁陀使用せられるものは耐火性の単位壁韓であ

る。

第 日 間

一般陀耐火板と か不燃板 と稽して寅出されて居

るが、概ね竹筋入のマ グ ネシヤセメントを主成分

とする有機物の混合躍で寸法 も種々 ある。 第11園

係 12 悶

XI  2 8  

は耐火板 ( 45c. m. X  30c. m. 厚さ 12m. m.) を釘打

にした下見で表面の色彩が不杭ーなととはとの種

成型品としては止むを得まい。

内壁は板張となす場合もるるが、第12圃の如き

木材織維を セメン トと共に墜縮乾燥せ しめたもの

を貼ると 、耐火性が附奥され、外見も良い。との

商品は既陀不燃板の名の下に其の表面が組左足る矯

めモルグ J レ下地として盛んに利用されて居る。 ー寸

法は 18. 2c. m. X  60c. m. で厚みはl Om.m. - 20m. m.

程度数種類るる。

アツグス額は建熱防音効果はあるが. 吸f続性が

大きく 、肱弱で、叉耐火性に快いて居る矯め倉庫

用壁髄と しては思ほしくない。

(  4  )  慮念倉庫の採光と換気

従宋の倉庫は土蔵よりむ観念. を引槽いだもの L

如く 、採光採気が悪くじめじめして貫陀陰管なも

のが多い。とれは防火や防盗の手段として可及的

陀開口部を狭小 たらしめたととに原因するが、必

十しも前 2 者の問題は開 口部の縮ノj 、に依って解決

せられるものではない。

開口部陀は耐火木材K 銭板を被覆した扉 、それ

にも網入硝子さへ使用すれば、採光が充分得られ

る。窓が付けられるし 、周聞の窓も可及的に多数

設《可きでるる。高ーそれも出来ない場合は 、越

屋根の構造と する か、第13園の僚に頂部陀近く光

線硝子を使用 して採光する必要がるらう。

節 目 悶

次に換気は貯蔵貨物の種類に依つては 、絶躍の

僚件と主主る場合があるので¥ 腰屋根に遁風装置を

附けると か、第13園の如 く棟上及建物の腰週 り遁

官:;1'.J. 個所に V enti l at or を取付ける必要がある。

臆急;倉庫と 雌も貨物の貯蔵と保持の震には蔦全

を期す可きで遣うるから採光換気を 適宜に行ひ、乾



漁の調節を計り得る様にする とと が好ましいので

ある。

其の他内部には床構造の堅牢なるとと。荷摺や

腰仮を張り建物を保護すべきとと。搬出搬入の主主

め油首危機織設備む必要なととは牒急; 倉庫と して

も営然要求せられる黙でるらう。

円 結 言

臆念倉庫と して新興木構造の採用が、従来の木

構造陀比し 、その雄; 住友る規模と竪隼主主る構造に

カ日へ、その利用慣値も大き し 連設日数を減 じ市

も資材陀於て約30% を節減し得られるととは事質

疑ひ主主く 、今後建設せらる可きものには汎くとの

新手法の利用を希ひ . 前説迄禿筆を以て書き観き

て来た新興木構造の理論と賀際を補足し 、三官を起

してより満 1 ヶ年間其む都度御目 遁し下された諸

彦陀満腔の謝立を表 しつ L 項を絡らんとする次第

で、ある。了 ( 1 7 - 9 - 1)

( 筆者は 日本ライト建築株式合枇技師 〕
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校 舎 の 窓 か ら

宮 崎 春 夫

大阪の住居

日本住宅のプランを裏返しすれば、時々西欧の

住宅のフ。ラン陀一致するととを鷲見して 、それら

が何れも海洋の影響に因るものでるるととに気が

附いたの は一昔前でるる。海洋上陀は厚い水蒸気

の居がるって 、太陽光棋が斜にとの居を通過 して

来るとき 、その熱錦の大部分がとの水蒸気陀吸牧

されて軟かえ主光棋と友る。故に我園は東に太平洋

を控へてゐるから:m: 光棋は軟かく 、西欧ではとの

反封と主主る。といふ結論を得て同僚に賛成を求め

たが. ハツキリし友かった。日本文与では「東風

吹かぽ・ … υ 」と菅公の歌にもある通れ東風を

春の訪れと して異議なく好もしいものとしてゐる

が . 西欧文皐では西風に強いi量れを示 してゐて 、

テェスンの「西風の歌」は装い冬が去って西風が

吹き初めれば¥零解けの野溢陀若草萌え出でる春

を迎へる繁 しさを歌ってゐる。給苗でも践とか朝

日とか朝に因んだものが、とよなく目出度いもの

として我園に撤とばれてゐるに反 して、西欧諸園

では黄昏とか落日とか夕暮に取材・したものが少 く

ない。

関東に生活した人主主ならば、住宅のプランは南

北を開放するのが常識であれとれは夏の風が南

から北へI!J Z く場合が多いためであるととは 、今更

完走如法師の随筆を持ち出すまでもあるまい。大阪

では西と東が聞いて主主いと夏暑 くて困るとは強て

聞いてゐたが. さて質際来てみて西が塞がって東

にだけ窓のあるアパ ート の一室で数年の聞苦しい

夏を迭ってからは 、染み染みとその事買を痛感 し

た次第である。昨秋堺の郊外に借家を捜 し嘗て主

文句寂しに引移ったのも、と の家の西と東が聞い

てゐるからに外友らなかった。住んでみると果 し

て具合が良い。お蔭でとの夏は暑い日中 も家の中

では涼 しい西風に見舞ばれて、快く 温ナととが出

来た。隣組の家k は大方は南北に聞いてゐるので

夏の宥を遁くまで起きて外陀涼を求めて ゐる人達

が多かったが、私主主だけは途に夕涼みの必要を認

めなかった。大阪の 夕陽は関東D それ程酷 しく友

い。とれも固に大阪湾がある お蔭である。住宅を

建てる陀際して夏む風向を考慮に入れるととの肝

要であるととをつ くづく 感 じた。

日本的性格

民族率上からの一考察陀よれば、日 本民族は高

天原から準々と朝鮮宇島を経て 、朝鮮海峡を渡っ

て来た優れた北方民積の一誠でるる所謂天孫民種

を根幹と して、黒潮に乗って渡来 した南方諸民種

が混然一躍化 されたもむが主憶と主主つてゐるのだ

さうでるるが、現在の優秀吉主日本民族が完成され

るまで陀は 、永い問我圏の気候風土がとれに著 し

い1影響を輿へてきたや うに思ふ。 車なる異民種聞

の混成十てよる優秀| 生のみ とは考へられない。

古来、日本民挨は犬陸文明を完全に吸牧して自

家範築中のものと して来た。推古朝から王子安朝へ

鎌倉時代から室町時代へ或は桃山時代から徳川時

代へと . 寺院建築に 、佐居建築に叉は城壁建築陀

於て 、直思時代から同化時代を経て弐第陀完成さ
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れて行った 、素朴 及、淡自主Eそして清明君主日本化

への還元は 、我園民性の一端を表現してゐる。

との夏天王寺の市立美術館で東方書道展が開催

されて招待献を 受取った。教へ子が若冠の身で、特

選に入選してゐると聞いて早速参観陀赴 いた。作

品 中 ?持選 、推選級のものは何れも申し合せたや

うに大作 品であって、雅11D紙全紙二、三枚稽ぎ程

度の依幅が多かった。書風も六朝諸碑の豪放、初

唐諸家の剛健、清朝劉石庵に見る 古淡といふやう

なととろを覗ったも のが多かった。とれ等宏j仕古

拙友風格の文字が如何にも E 大主主依幅陀ピツタリ

と合致して美事主主ものであった。かゃう友大作が

展覧舎に出品されるやうに主主ったりは数年来のと

とで、以前陀は大抵雅仙紙宇蔵程度で、出品され、

時に全紙のものが若干見受けられる位でるった。

給番でも 近 来特に大作が多く展覧舎に出陳される

や うである。或人主主はとれを展覧舎差是術 として師

識してゐるが、私はとれを全面的に肯定する。そ

れは明かに時局の健全主主反映で、あるからでるる。

我園は開闘以来周圏を繰る黒潮む保護を受けて

外憂の見るべきものなし温和友気候に恵まれつ

ム平穏友家族的生活を続けて来た . 日 本民族はる

らゆる文化部門に於てそれに相臆しい、 素朴及、

淡白及 、そ して穏健な日本的性格を作り上げた。

今次勃裂し? と大東亜戦争、は、未だ世界史上類例の

友い雄海及る構想、の下に 、陸ι 海陀世界の大卒を

戦場と して作鞍が観けられてゐるのでるる。封建

的にそ して鎖園的に培はれて来た日本的性格が今

や一大飛躍殻展をえにしつ L あるのでるる。

建築に於ても既に大J tt亜共楽園各地に在って 、

時局下産業各部門に豆 り宏JI士極りない工場が、飛

行機格納庫が、そして強電所が次から次へと計聾

され建設されつ L あるのだ。

工業教育私見

工業事校が今度 4 ヶ年制 と友るとと陀友った。

今迄 5 ヶ年制で観けてきた教育を 4 ヶ年制 にする

ととは確かに閤雑である。 が決定 じ? と以上はその

閤維を押切って 、教育内容む再編成に全力を傾注

ナ るむが我々教育者に課せられた義務であれ最

早やそとには何等可否を論歩る自余地は主主い。

教育の基本は第ーに園家意識を 旺盛ならしめて
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精紳的にも肉鰻的陀も園家の要撃する人物を錬成

ナるにある。即ち徳育を徹底的に再吟味、再整理

ナる必要がある。修身科及び公民科の内容は特に

検討する必要があると思ふ。儒数や俳教は 既にそ

の翠生地に於て殆んど顧みられるととな し 却っ

て我園に於て盛に研究されてゐる。それは結局そ

の内容が我閣情陀合致してゐるからではないか。

明治維新の偉業を完途し 、我園を現在の地位にま

で昂揚 した志士の大多数は漢与によって鍛へ上げ

られた人達である。工業教育陀於ける徳育も亦、

との儒敬、悌教の内容を肉とし 、Qif 園の精紳を 根

幹とじなければ、なら友いと思ふ。

髄育も亦重視されねばならえ主い。然もその内容

は車なる運動のための運動、競技のための競技で

あっては友ら友い。軍 事 数紛 ｾを 中心として 凡 て園

防に蹄納 さるべき種目 、即ち行筆、駈足、水 泳.

登 山、 漕艇、銃創道、投掬;弾等を主躍と すべきで

遅うると思J 、

智育と しての専門率科に就いては 、率課目の配

首方法が大韓二週り 陀考へられる。. B ! nち. 各課目

を全般的に 内容を平易化して行 く方法と 、各課目

を整理、統合並に精選して行く方法でるる。私と

しては後者を採りたい。私は建築科と しての専門

拳課目は 、設計製園一一見るための製固では友 く

建てるための製固である。構浩計算、仕様積算の

三者を主鵠としてあらゆる謀自は総てとれ等陀蹄

納せられるべきで、あ れ 叉逆 にとの三課闘に必要

な課目は新に附加 されるぺきであると考へてゐる

のである 。そ の意味で. 私の常十て不審陀耐えぬと

とは 、工業数脊に於て絵りにも珠算と脅字とが盤

視され、否むしろ無税されてゐるととである。 珠

算と習字とは . 低率年に於い て必非共謀さ れなけ

ればならぬ重要放課目である。

普通拳科に在つては通首に改駿され統合されてー

徳育、 髄育及び智育の基礎並に補助的手段と して

考慮され友ければ‘ 友ら友い。

く筆者は 大 阪府立今宮工業率校建築科教議)



千木をあさりて

津 目 撃

Ｒ さに 航 空 機 ＱＱｾ び餓路 ｬ Ｇ 乙流 綿型 特急 ［ツバメの走 る

今日吾等の組先を似び原始的住居の形式 喜三 守 ると

とを忘れざる手法 を表わす西瓜畑 i亡重うる見張番小

屋に其の構造を見るは路しき限りである。

寓民は霊峰富士山麓開野より沼津に向ひ約四丁

左側 に存在するもの八月中旬の撮影、内田忠、代氏

の報告によれば千木瓦ケ所のものあるよしな b し

も途に強見し得さ、りしは遺感なりし。

甲は丸太の交叉 3 ケ所左右 lとよ七 し中央のもの柳

かみナぼら しきは多少うらみなれど普遁左右 2 ケ

所にあるも のに比較すれば珍 らしきものなら ん。

乙は竹と丸太白混月j 右: れど其の数四 ケ所是れx

得難き資料たるべく 千木或は民家の研 究には誠 に

震涯陀足るものと信ヂる向床の地ムをはなれたる

( 甲)

く乙〉

( 丙)

入口に荏をかけたる 等昭和15年10月抜本誌 「原 始

的小屋に就いてJ I ' L 報告せ しもむと同様。

内は 山中湖畔に建てられたる四阿の屋根に直径

2寸5分 内 外 の竹置千木7ケ所あり建物の形式ば環

境によく 一致 したる誠に 良案設計者陀敬意を表ナ

る次第、以上貧弱なる 3 種夏の牧躍と して絃に・

ぐ昭和17年 9 月 1 日)
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以 会 緩 - 1

時

材 料 委 員 舎 ( 第 9 回)

9月17日 刊 邸 時5分ー も 時 | 議 事

委 員 石 井、矢図 、吉田 。 出席 者 幹 事 岩 佐、大下 、小 西

左谷、佐 藤、野中

25分

所 陳列場

出席 者 委 員 長 楠 瀬

幹 事 滋 国

委 員 松 久 保、首ij 里子、野中 、高回

議 事

1. 楠 淑委員長より木材統制合紅白E

給昔話1誇につき各委員の意見を求

め られし虎現在は配給機構不揃

ひの総子にて飯 # 疑談あり結局

木材統制令最土より主脳者 の来場

を求め 質疑する 事 に決定す。

材 料 委 員 曾

(木材配給機憐に闘する 懇談合〉

時 9 月:'5日午後 6 時20分一一

9 時 10分

所 陳列場別室

出席 者 委 員 長 楠 瀬

幹 事 榊、遊間

委 員 後 }I I、高田 、竹内 、野中 、

fII j 里子、松 久 保

大阪木材株式合商;

専務取締 役 白石英夫

総 務 部 長 矯 本 変 厳

常務傍 聴 者 桐 本、佐族、

商r翠

議 事

1. 本委員舎は大; 双木材合枇より白

石専務及締本総務部長を招将!し

木材配給憐構に胸 して 凝議の駄

に閥し御説明を求むる事として

開催す向御 参 考 にとして常務 の

御傍聴を御案内す。

住 宅 委 員 会 ( 第 6 回)

!待 9 月25日午後 6 時一一 7 時

20分

所 倶楽部室

出 席 者 幹 事 岡本

XI  3 4  

1. 矢問 、吉田雨氏にf I I j合依頼せ し

件につき報告及共の説 明あ り猶 l  議 事

時

ＧＳＡ＼く固まで に ｊ ｾ の 詳 細なる事項に i  

付 きllf l究を依額す。

10 月 10J 合 ( 図田 イ主宅見是非) 1  

10月11 日午後 3 時20分一同

園田住宅集合) i J j に集合

所 住宅管国大阪支所建設国明

イ主宅見準。

出席 者 井上伯 幸 外42名

1 住宅喜子園大阪支所建設部長山崎

主主二氏より園周住宅建設概要 ｊｾ

他省- 園建設地11l l i に闘 し説 明 あ

目。

1. 問所 に於て地工者利i悶組より茶

菓 の饗 腹あ り

1. 山崎郎長、菅原課長、大下技師

等の案内 により建設住宅を l順次

見 皐

1. 松本国IJ 合 長 より 管関側に対 し謝

活字を述 べ午後 5 時一 l可解散す。

7偏 鵠 幹 事 曾

時 10月9日午後6時山- - 8時

所 倶然部主主

昼、 古ij 悶

1. 9 月見与舎( 浅野セメン ト津守

工場及大阪市一倍津守下 水 民主王m

1剖) 打合合

1.合員倍加主li 動に就て緊急幹事舎

招集の件

曾 勢 幹 事 曾 4臨 時〉

時 10月27日午後6時一 一7時30

分

所 陳列場

出席 者 幹 事 薮 中 、河津、尾勉

小菌、左; 谷、鈴木

屋、民間、 古"' j 悶

議 事

ＱＮ 合員倍加運動に就て具 Ｑ ｗＮｾ 健協議

2.特賛主主絡引上げにつき 常務舎へ

建議提出 の件

奮 員 動 静

r  ｟｟ｾ｟｟｟｟｟｟｟｟｟ｾ｟ｊ＠

曾 員

町

一枇

的

合

A
m

式

郡

株

〉

廿

山

中

f

k

u

向

』

j

武

〕

務

係

加

工

庫

昼

中

兵

検

竹

君男

一
一

不磁
h

v

 

」
ペ

uμ

引

似

ド

ガ

4

R

小

潟

、

理

林

亀

代

小

尾

氏

r

、

r

L
r

v

長

叶

可

申

申幹

幹

者u

h

 

B

，
，
 出

議 事

ＱＮＱ Ｐ 月放っ ｩｊｩＺｫ 改修特 ｩ 僻昔ｾｽｌ ・議行

に闘するイ牛

2.11 月鋭 W都市首'-j JJ: .Wfeρ 後 行に除1

す る{ 牛

ＳＮＱＲ 月 放 ｐ 住宅問題骨 ， ｾＯｉ 後行 に閥

する件

曾 勢 幹 事 曾 (10 月例曾〉

時 10月12日午後6時一一了時30

分

所 倶楽m: 室

磯 山 辰 雄 君 北 区割lli:;・再三i函2 の 5

( 株式合枇竹中工務

I占)

.f1) ，. 北1 E 雄君兵庫 l孫武 [1，君1) 住吉;{:i

態野135ヨ

大井弘治虫11君 北 区 護 屋町 1の 35( 株

式合佐竹中工務賠〕

大 津袋三郎君図w ; 南堀江下 illl 4 の

40 ( 株式合軍士竹 中工

務官)

雑 賀良 之 助 君 北 区 南ti.. 町 5 ( 中西



六郎建築事務所〉 工務憶) 預 永 昇 君、市高西 信幸君、

伊 藤 正 文 君 西 区 土 佐 堀 船 町8C伊 井上 袴君 兵庫県長川透郡国岡村 水 口 貞一君、水 本 菩 暗 君、

藤正文建築事務所) 森232 坪 井 利 雄 君、 日 比 文 雄 君、

務 藤 一 郎 君 池 田 市 大 字 東 市 場13 金 須 文三君 豊 中 市 山 ノ 上90の3

( 株式合枇竹中工務 国中賞三郎 君 堂 中 市 南 万根 山312

鶴 居 ・ 鱒 勤

庖)
の 2 ( 問中建物工業

島谷 稔 君 南 区 瓦 屋 町 三 番 了63 株式合経)

曾 員

( 株式合前士竹中工務 土 居 熊 次 郎 君 吹 田 市 千 里 山 168(株

府) 式合前士竹中工務! 古) 上 山 一 郎 君 堺 市 中 之 町 東 2丁 54

椎 j京 済君 霊長中市岡町主字通3C竹 山岡 昇 君 府下中豊島郡服部25 西 岡 藤 吉 君 港 区 東 問 中 町 5 の97

中寮内) 3  ( 株式合祉竹中工 長 瀬 清 澄 君 京都市右京区宇多野

谷 清 志 君 府 下 三 島 郡 茨 木町 大 務信〕
上之谷町 ( 近衛家別

字 上中 保184C工 務庖 村 山 高三君 西 成 区 千 本 通 5 の33 邸内〉

自管) ( 株式合枇竹中工著者 宇田忠夫君東成m ; : 北生野町 1 の

谷山 清君 イ主吉区平野'!.AEIftJ 777 底)
54 

( 徐式合枇竹中工務 久川 平日足君 西 淀川区大仁本町1
卒野 済君 住 吉wi 阪南町 中! の

信) の52 ( 株式合l社竹中
36 

長 岡 義 成 君 府 下北河内郡三郷町 工務底
原 岡 昇 馬 君 住 吉 直阪 南町中 6 の

字大板183
林 晋 君 府 下 三 島 郡 高 槻 町 西

20 

西 谷 義 援 君 住 吉 区 鷹 合 町233C株 五百イ主65線ケ丘( 株
横 山 律 雄 君 京 都 市 左 京 国 修 事 院

式合最士竹中工務底) 式舎舵竹中工務官)
山之鼻 8

野 村 徳 係 君 布縮市北蛇草377C株 普 通 賛 助 員
姫野 武 君 住 宅 管 園 大 阪4 支 所

式合枇竹中工務府) 中 村 1 E 雄 君 尼 ケ 崎 市 北 難 波 町
( 勤務先)

野 間 売 卒 君 兵 庫i豚武摩郡鳴尾村 227 
輿 石 義 一 君 山梨県系中 E 摩郡施主

タ卜箆島 39 ( 株式合枇 = 宅 清 君 住 吉 区山阪町2の104
村2134

竹中工芸春! 苫) ( 長俊道省大阪工事事
牛烏 修君東成区南中百貨 3 の87

山口 雄 三 君 吹 岡 市 千 里 山 96 ( 株 務所)

( 木下 方〉

式合枇竹中工務府〕

浦野艇* - 君 北河内郡守 口町盛鳴

地 方 倉 員

町 2 の49

池 次 郎 君 稲 岡市住吉区南新町

吉 岡 嗣 郎 君 北 河 内 郡 枚 方 町 枚 方

584 

製造所内株式合枇松

松問 昌 平 君 臨 岡 市 新 大 工 町150

曾 員

村組出渡所内

張 組 興 君 中 華民閥北京宣タト北 岡 勉 男 君 金 尾 辰 雄 君

藤井 菊二君西宮市上甲子園霊長年

段 落 9 絞 ( 株式合枇 地 方 倉 員
町225

『鼠昌公司北京支信) 加藤 幸雄君、井 上 勝 繍 君、
前回 一養 槍 君 佐 官 官E卒 野 西 之 町

李 紹 悲 君 中 務民間北京市安定 元 田 朝 吉 君、阪下 昇 君、 145 

門内ニ僚 胡同46放 野末 賞君、岩 崎 陽 行 君、 吉岡卯三郎 君 ( 勤務先) 株式合社

( 株式合枇稿昌公司
特 別 賛 助 員

中山製鋼所建築線

北京支府)
浅尾健太郎君 、河 西 信 雄 君、 卒尾、 倣 11t 君 市11

1戸市湊東区東川崎

美 佐 一 夫 君 成 島市民瀬元町山間
三宮 E 事長君、椎原 兵市君、

I町川崎重工業株式合

文太郎方 山口 陽清君、古 川 敬 一 君、 最土造船設計部内

特 別 賛 助 員
森 山 芳 治 君 山内嘉兵衛君 兵庫県系御影町字字柳

宮 原 俊 男 君 天 王 寺 区 細 工 谷 町55
普 通 貨 助 員 1242の 2

( 土木建築請 負業) 回中 裕君、片 111 隆久君、 小 西 一 良 君 西 淀 川 区東塚本町 1

岩井 主民君 差是能郡南堂島村字原 棚 問 昌 7古君、中 西 元 彦 君、 の62

岡田5C株式合軍士竹中 治 田 正 範 君、繭 悶 法正君、 大瀧 丈夫 君 ( 勤務先) 此花区下
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繭応 3 中央卸l賀市場 部東京事務所 273 

庶務課主計係 Ｇｩｬｻ松 助六君天 ｾ 市日本租界常盤 木 閏 延 街 君 ( 勤務先) 株式合加:

問主是 正敏君 佐 吉 区 天 王 寺 町2681 街17の 5 松本政雄方 lゐ藤

榊原 7主君 此花区春 日出町下 1 高橋喜卒太君 稲 岡市古小鳥町817 松 林 晋 ー 君 北京市i妥 公 府 15 鋭

の10 杉 本 美 夫君 東 舞 鶴 市 白 屋 朝 来 白 ( 繭 昌公司支那本既士

森 Jl!i君 ( 勤務先) 住宅管闇 屋海軍宿舎気付 設計部〉

支所建設部工務停 1 関 投 幸 男 君 佐 世 保 海 軍 建築部出 今井 忠 君 浦 和 市 北 浦 和 町 東 部

課 張所鹿児島県華街水郡 1054 

久 保 清 盛 君 三 烏 郡 味 舌 村 字 庄 屋 出水町
斧 好 雄 君 京 都 府 奥 謝 郡 東 岡 村

118の3 卒 野 忠雄君 東 京 市芝区芝公闘方 小田宿野株式合所士浅

図中庄太郎君 堺 市北三間ケ丘町七 14の 2 ( 神奈川県系苦手 沼組出張所内

了206 察部建築課〉 卒尾 敏也君 神奈川県系鎌倉郡 片訴事

白川 雄一君! 次岡市千塁天道 松 村 文 甫 君 東 京 市 大霊祭区馬込町 町南波

白JIl 務 君 向 上 東 1 の1383
樫本 清君 小倉市城野1728塚本

市川E 三郎 君 南 区 問 屋 町12 杉回新五郎君 北海道主主知郡砂川町
ナカ方

竹 谷 徳 治 郎 君 住 吉i U克代西 6 の53 量豊治石狩火力株式合 久保 E 一 君 岡 山際浅 口郡連防問T

寺岡
ilt 君 東 成TK大瀬町 3 の80 最士内

字江長

黒 原 三 ニ 雪 明 石 市 右 卒 塚 町181 岡野 合 作 君 東 京 市市申周区錦町 3 砂、 偽 一 君 積 滋 市 中 阪本郷町 3

2 f . 塚鈴吉君府下三島郡高槻町大 の 7
の269

字 上周郊891 の 1 鈴木 炭 好 意 ( 勤務先〉日本化成 永 江 霊 長 彦 君 戸 畑 市 本 町 3 の747

竹村 清君
( 動#i 先) 長谷部竹 工業 株式合祉大竹工 株式合祉大体組戸畑

腰建築事務所大阪司王
場

出張所

務所 宇賀市* 行 ー 君 新 潟l孫柏崎市大久保
杉原 良一君 熊本市健軍町株式合

ｾｉＺＮｊｬ ｉ＠
絞 君 東 淀川直閥次町275 帝閥石油株式含既士柏

枇竹中工務! 古熊本向

中尾
保 君 泉 北 郡 高 石 町 南896 l時鎖業所内( 干育関石 張所

岡間 文 夫 君 紳 戸 市市中戸区下山手 泊徐式舎鮭) 今井 忠 君 埼 玉 県系浦 和 市 針 谷

Jlli 6 の139 中村四郎 治 君 東 京 市 豊 島K 西築鴨 1054 

地 方 曾 員
2 の1969 笠井 駒 之 助 君 名 古 屋 市 西 区 米 関 町

西村
降君 香川県系坂出市新宮町 飯日J 邦J萱君 北海道平野 康市西Ｍｾ康 1716中央紡績株式合

市聖子住宅内 南 7 の19 最士名古屋支底

山 中 耕 二 郎 君 和 歌 山 市 小 野 町 1 の
熊谷 道 太 郎 君 東 京 市 葛 飾 鼠 鎌 倉 町 玉 木 一 次 君 東舞筒市行永舞鶴海

10  192  軍建築部扇員宿舎

中 村 際I姿君 名古屋市昭和区永金 森 岡 康次君 札幌市北海道[ 11¥宮内都 1也 永 ↑ 買 男 君 家 illii 尿家口市東安大

町 1 の20 市計m委員合 街37披束豆電 気化島県

i也周 官f台 君 淡 口，特一区繭路 5 fIJ，'I; 黒 瀬 健 治 君 庚烏T行舟入川口町39 工業股伶有限公司

原岡 俊雄 君 東 京 市 目黒区中根町 6の 1 永岡庄右衛門君 北京市内六区東安

206 谷 内 弘 次 君 和 歌 山 市 友 田 町 5 の 門北沿42預徳公司

黒津
研君 ( 勤務先) 北京市内 22 

特 別 賛 助 長

三m: 弓絃胡同31北支 猪瀕幸太郎君 虞王寺市研墨田T50大林
生駒 示j 次 君 西 淀 川 区 西 塚本 3 の

棉花 協舎内 組支底内
99 

古谷 忠清君 山口 県系宇部市東区中 天井 勇君 札幌市南一保西九了 上回 終 卒 君 溢 関 設 計 施 工 監 督、

主主四丁目 目14清水組北海道支 農薬、肥 料 ( 白管〉

村 中 義雄君 山口県系都濃郡富 岡浦 底 内
名 取 喜 怒 久 君 名古屋市千極限 悶fそ

町東桶川984の2 安閑 臣君 長野J際下諏訪町湯悶 町村内92

イ中 忠博君 ( 勤務先) 野村殖産 町
高 木 房 吉 君 東 京 市 京 橋 区棋町 3

貿易株式舎枇不動産・ 悶中 綱君 埼 玉懸川: 越 市 廊 町 の 5 村岡商合内
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中島 敏 雄 君 ( 勤務先) セメ y ト 応東京支庖〉 宮 原 市 郎 君 泰夫市北陵区順天街

統制舎大阪 出張所 坂 野 幸 衛 君 名古屋市昭和区川名 三段漏航整備 工場 枇

保岡市兵衛君 金 i撃市上里子本町( 金 本町 6 の 4 宅 内

津 高 等工業拳絞) 卒野八十次君 兵庫県系臆沓察部建築 吉 田 和j雄 君 奈良j孫生駒 町 北 新 町

椎名 ｾｩ￭ 古 君 ( 椎名管業所) 西区 曹塾 713 

本岡町通 1 の60 ( 自 田 所 敏 明 君 旭 区 南 島 町768の47 今 井 正 雄 君 西 区 土佐堀 湿 2 の 2

管) 弘成荘内 株式合最士清水組内

( 三力商舎) 京都市 滋田 鴻 君 八幡 市 大字穴生 土午 孝 君 水 戸 市 外 吉 岡 村 随 筆

上京区小 山西 大 野 町 長 井オ次 郎 君 京 城 府 日之出町23 航 空 混 信事校教育除

66 ( 自替) 族 主主 荻 厳 君 東京府北多摩郡 三鷹 五 中除

竹 原 辰 雄 君 奈 良 勝 添上郡機 本 町 町野崎22 ( 光重工業

ほこｾ堂 前 株式合置土管繕課)

普 i亘 楚 助 員 本 土 賓 廉 君 宣伝天市沈陽区小南街

平岡 康ｾ君此花区四貫島陵町 Ｒ 1段43杜賓春方 地 方 曾 員

尾閏 正 智 君 下 関 市 観音崎 町88 高司王 徳 次 君 東京市芝冨岡村町 4 三好客三郎 君 昭 和17年 5 月21 日逝

岡 本 辰 義 君 ( 勤務先) 遜信省経
の18松浦館内( 株式 去

理局管繕書長
命置土烏藤〉 ( 謹んで哀悼 の意を表 す)

川崎吉之i i X 君東京府北多摩郡昭和
吉岡 健 君 ( 勤務先) 長谷部竹

町郷 地239( 藤 木工 務 膝建築事務所

建 築 と 量t • 
第25輯 第11班

1時 印鎗 〈重E稔 2鎗〕

毎月 l 回 ! 日 登 行 定 慣 @

12冊 6圃 ( 6 24鎗 〕

昭和 17年 川月 5 目印刷 昭和 17.1:手 11月10日重量行

重量行・鋼膚

印 刷 人

大阪市北E 朝日ピル日本建築協曾内

印 刷 所 新 日 本 印 刷 有 限 曾 祉

大 阪 市 北 区 南 錦 町 46 番 地

量 産 行 所 ER 日 本 建 築 協 合

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 ノ 3朝 日 ピ ル

・2霊長北漬(23) 4501響 (9)

娠嘗口慶大阪 3 9 9 7 5 香

日本出版文化協合曾員番競2220 43

戸 1

 

1

 

1

 

弘

甑 給 元 日 本 出 版 配 給 株 式 含 祉

東京市市申図I l 淡路町二了目九番地

禁 鴨 載

本鋭に傷載せるものは一切乙れを無断にて

縛載し又は皐行本に上梓その他の複製行錯

をなナことを禁ず.
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